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は じ め に 
 
わが国経済は、安倍政権の安定した政権運営と「アベノミクス」効果により、

円安の影響はあるものの、株価が大幅な回復をみせ、長年続いたデフレからの

脱却の兆しがようやく見え始め、設備投資も好転し、雇用情勢も好転している。 
建設業界においても、東日本大震災の復興事業の加速化や２０２０年の東京

オリンピックの開催決定、さらに、昨年、国土強靭化基本法が成立し、これま

で以上に国民の安心・安全を守る防災・減災対策の推進が希求され、建設市場

は活況を呈してきています。 
昨年は、年初の豪雪災害に始まり、台風、豪雨、火山噴火等多くの自然災害

がわが国を襲ったが、地域建設業界の使命は、このような自然災害発生時に、

いち早く現場に駆け付け、応急復旧対応、人命救助等に当たるなど、国民の安

全・安心を確保することにありますが、長年に亘る公共投資の低迷から、建設

産業の経営環境は悪化の一途を辿り、産業としての魅力が低下し、高齢化はも

とより若者の入職が滞り、将来の担い手の確保・育成、技能の継承に危機感が

高まっています。 

 こうした中、昨年６月、公共工事の品質確保の促進に関する法律など、いわ

ゆる「担い手３法」が改正、施行され、建設産業の担い手となる人材を中・長

期的に育成・確保するため、受注者が適正な利潤の確保ができる予定価格の設

定を発注者の責務として盛り込まれたことはまさに画期的な出来事であり、今

後、地方公共団体の理解と品確法の理念の導入が、地域建設業の経営の安定化

にとって重要な課題となっています。 

本会では、公共事業の必要性、計画的な社会基盤整備はもとより、地域の基

幹産業として雇用の維持並びに災害復旧活動等に貢献している建設産業の正し

い姿について、国民・社会から正しい理解が得られるよう、毎年 7 月を「建設

業社会貢献活動推進月間」と定め、国民・社会に広くアピールするとともに、

公共事業への理解を深めるため、戦略的広報活動の推進にも力を入れた事業活

動を継続しております。 

本事例集は、本会が平成 26 年度に実施した「建設業社会貢献活動推進月間中

央行事」において顕彰した各建設業協会・支部並びに会員企業が行った優れた

社会貢献活動を事例集として取りまとめたものであります。 

本事例集が地域建設業界の取り組んでいる社会的責任(CSR)と、国民生活の安

全・安心の確保のため、災害発生時には危険を省みず、日夜奮励している地域

建設業界の真摯な社会貢献活動をご理解いただくとともに、欧米諸国に比べて

脆弱な我が国の社会基盤の計画的・継続的な整備の必要性を認識いただく一助

となれば幸甚であります。 
 

平成 27 年 3 月 

一般社団法人 全国建設業協会 
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１．建設業の社会貢献活動について 

｢企業の社会的責任｣（CSR）は、企業活動のプロセスに経済性や法令遵守にとどま

らず、環境への配慮や社会的倫理性などを組み込み、様々なステークホルダー（利害

関係者）に対する説明責任を果たすことにより、社会から信頼を受け、事業を継続的

に発展させる活動ですが、近年、この CSR が企業評価の重要な要素となっています。 

建設産業は、社会資本の整備を通じ、「国土の保全」、「地域の安全・防災」、「利便

性の高い暮らし」等を実現し、社会に貢献してきました。本会傘下の各建設業協会並

びに会員企業は、地域の基幹産業である建設業の社会的責任と使命を強く認識し、地

域経済の活性化、雇用の確保に貢献するのみならず、国・地方自治体との災害協定に

基づき、災害発生時には、住民の安全・安心を確保するため、不眠不休で応急復旧活

動に取り組んでいます。 

平成 26 年 8 月に発生した広島県北部での豪雨による土砂災害において、広島県建

設工業協会は直ちに災害対策本部を設置し、会員企業は二次災害の発生も懸念される

中、発災直後から道路啓開、土砂の搬出、排水作業等に昼夜兼行で取組み、人命救助

に当たった会員もいるなど、多くの住民に感謝されました。 

東日本大震災や災害時の建設業の取組みが認識され、徐々に国民の建設業に対する

イメージが変わりつつあり、地域建設業の役割と責務が見直されつつあります。 

しかしながら、このような地域建設業界の取組みは、マスコミ等において正しく報

道される機会が少なく、建設業界も積極的なＰＲ活動を行ってこなかったため、国

民・社会にあまり知られていない状況にあります。 

このため、本会では、平成 18 年度より毎年 7月を「建設業社会貢献活動推進月間」

と定め、各都道府県建設業協会と緊密な連携を図りつつ、建設業界として様々な社会

貢献活動に取り組んでいます。 

本事例集の 6 ページ以降には、平成 26 年に各都道府県建設業協会・支部、地区協

会が実施した様々な社会貢献活動事例を記載していますので、ご参照ください。 
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２．「建設業社会貢献活動推進月間」について 

（１）社会貢献活動優秀事例の顕彰と事例集について 

本会では、7 月の「建設業社会貢献活動推進月間」の活動の一環として、各地域で

実践された様々な社会貢献活動について各都道府県建設業協会を通じて広く収集し、

優れた活動事例については、全建表彰規程に基づき厳正な審査・選考を経て、中央行

事において功労者表彰として顕彰を行っております。 

本年度は、都道府県建設業協会・支部等を対象とした第 3 条関係で 15 事例、会員

企業を対象とした第 4条関係で 23 事例の計 38 事例が選ばれ、近藤会長より表彰状と

記念品の額が贈呈されました。 

本事例集は、本年度の中央行事において受賞された 38 事例の中から、当日、事例

発表を行った(一社)山梨県建設業協会の「平成 26 年 2 月豪雪災害における災害復旧

活動」、富山県・朝日建設株式会社の「落書き消し隊による環境美化活動」の 2 事例

を始め、代表的な活動事例を第 3条、第 4条別に整理し、①災害復旧・防災支援活動、

②環境美化活動、③社会福祉活動、④建設業ふれあい活動等に分類し、紹介するもの

です。 

 
（２）中央行事の開催について 

本会では、地域の基幹産業として、地域経済・雇用等の維持並びに災害復旧活動等

に貢献している建設産業の正しい姿について、国民・社会からの理解・認識を醸成す

るため、毎年 7月を「建設業社会貢献活動推進月間」と定めるとともに、月間期間中

に、各都道府県建設業協会並びに会員企業と連携し、地域建設業界の実践している幅

広い社会貢献活動を国民・社会に広くアピールするため、毎年、中央行事を開催して

おりますが、本年度は 7 月 24 日に、東京・経団連会館において、第 9 回目の中央行

事を開催いたしました。 
中央行事では、近藤会長より、「災害時にいち早く現場に駆け付け、被害を最小限

に喰いとめ、地域住民の安全を守っている。地域を熟知した地元建設業だからこそで

きる活動である。建設業の重要な役割と魅力を社会に認識してもらうためには、地域

のための地道な社会貢献活動を継続していくことが重要である」との開会挨拶に続き、

来賓である国土交通省の吉田建設流通政策審議官は、「地域建設業は、災害時の活動

等を通した安全の担い手であると同時に、地域文化の担い手でもある。地域建設業の

果たす役割を社会に伝えていくことが重要である」と述べられました。 
続いて、本年度の優れた社会貢献活動功労者の表彰式が行われ、当日、出席された

建設業協会・支部、会員企業の受賞者に、近藤会長より表彰状と記念品が贈呈されま

した。 
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また、受賞者の中から、優れた事例として、①(一社)山梨県建設業協会、②富山県・

朝日建設(株)の 2事例について事例発表が行われましたが、参加者からは、建設業な

らではの優れた社会貢献活動に大きな関心と惜しみない賛辞がおくられました。 
さらに、記念講演として、元女子サッカー日本代表で、なでしこジャパン等のサッ

カー解説で有名な大竹 七未先生を講師に迎え、『夢の実現―努力と継続から得られ

るもの―』と題する講演会を開催するとともに、記念懇親会では受賞者を囲み、本会

正副会長並びに各都道府県建設業協会会長と国土交通省幹部、関係団体幹部等が終始

和やかに歓談し、午後 7時過ぎ、盛会裡に散会しました。 
 
本会が実施した本年度の中央行事の内容は、下記のとおりです。 

行事名 平成 26 年度建設業社会貢献活動推進月間中央行事 

日  時 平成 26 年 7 月 24 日（木）14:00～19:00 

場  所 経団連会館４階ダイヤモンドルーム 

内  容 
 

(1) 開 会 

・会長挨拶    (一社)全国建設業協会会長  近藤 晴貞 

・来賓ご挨拶  国土交通省建設流通政策審議官  吉田 光市 氏 

(2) 建設業社会貢献活動功労者表彰式 

①規定第３条関係（協会・支部等）功労者表彰（15 協会・支部） 

②規定第４条関係（会員企業）功労者表彰（23 社） 

(3) 建設業社会貢献活動事例発表 

①「平成 26 年 2 月豪雪災害における災害復旧活動」＝（一社）山梨県建設業協会 

②「落書き消し隊による環境美化活動」＝朝日建設株式会社 

(4) 記念講演会 

『夢の実現―努力と継続から得られるもの―』 

  講師：大竹 七未氏（東京国際大学女子サッカー部総監督、サッカー解説者）

(5) 記念懇親会 

参加者 約 200 名（国土交通省、都道府県建設業協会役員、建設関係団体及び一般関係者） 
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（３）功労者表彰 

「建設業社会貢献活動推進月間」において、次に掲げる協会・支部等（15 団体）及

び会員企業（23 社）が、建設業社会貢献活動功労者として表彰されました。 
 

○功労者表彰受賞者 ― 協会・支部等（規程第 3条関係）― 

表彰分類 受賞者（協会・支部等） 都道府県 

災害復旧支援活動 (一社)群馬県建設業協会 会長 青柳 剛 群馬県 

(一社)山梨県建設業協会 会長 浅野 正一 山梨県 

(一社)新潟県建設業協会 会長 本間 達郎 新潟県 

(一社)滋賀県建設業協会 会長 本庄 浩二 滋賀県 

(一社)京都府建設業協会 綾部支部 京都府 

防災支援活動 (一社)市川建設業協会 山梨県 

環境美化活動 (一社)市川建設業協会 青年部会 山梨県 

(一社)山口県建設業協会 豊田支部 山口県 

(一社)神埼建設業協会 佐賀県 

社会福祉活動 (一社)秋田県仙北建設業協会 秋田県 

(一社)奈良県建設業協会 青年部会 奈良県 

建設業ふれあい活動 (一社)山形県建設業協会 西村山支部青年部 山形県 

(一社)新潟県建設業協会 津川支部 新潟県 

啓蒙活動 (一社)福島県建設業協会 会長 小野 利廣 福島県 

(一社)長野県建設業協会 安曇野支部 長野県 
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○功労者表彰受賞者 ― 会員企業（規程第 4条関係）― 

表彰分類 受賞者（会員企業） 都道府県 

災害復旧支援活動 中村建設(株) 静岡県 

防災支援活動 須田建設(株) 群馬県 

環境美化活動 岩倉建設(株) 北海道 

笹谷建設(株) 北海道 

(株)高工 宮城県 

(株)山脇組 秋田県 

樋口建設(株) 山形県 

富士島建設(株) 山梨県 

中越興業(株) 富山県 

ユーシン建設(株) 富山県 

朝日建設(株) 富山県 

(株)荒木組 岡山県 

鎌田建設(株) 鹿児島県 

(株)田島組 鹿児島県 

福永建設(株) 鹿児島県 

社会福祉活動 植村建設(株) 北海道 

菱和建設(株) 岩手県 

(株)浅賀建設 山形県 

美馬建設(株) 福島県 

(株)中筋組 島根県 

建設業ふれあい活動 斉藤井出建設(株) 北海道 

中塚建設(株) 北海道 

山内土木(株) 青森県 
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３．社会貢献活動の事例  ― 功労者表彰受賞者の活動事例から抜粋 ― 

３．１  代表的な活動事例 

ここでは、平成 26 年度に顕彰した活動事例のうち、代表的なものとして「建設業

社会貢献活動推進月間中央行事」で事例発表された次の 2事例を紹介します。 

 
事例№ 都道府県 協会・支部・企業名等 活動内容 

A1-02 山梨県 (一社)山梨県建設業協会 平成 26 年 2 月豪雪災害における災害復旧活動

B3-04 富山県 朝日建設(株) 落書き消し隊による環境美化活動 

 
（１）平成 26 年 2 月豪雪災害における災害復旧活動（(一社)山梨県建設業協会） 

事例 A1-02：山梨県 

平成 26 年 2 月豪雪災害における災害復旧活動（(一社) 山梨県建設業協会） 

平成 26 年 2 月 14 日、山梨県で朝から降り始めた雪は、県内全域で 28 時間降り続

き、例年ほとんど雪が降らない甲府市で 114cm、富士河口湖町では 143cm に達する

など、各地で観測史上最高の積雪量を記録した。 

過去に経験したことのない豪雪に見舞われた山

梨県内では、各地で車両が立ち往生し、移動交通

も途絶え、帰宅困難者が続出した。国道 20 号線、

中央自動車道など県外に通じる幹線道路も完全に

遮断され、県全体が陸の孤島と化した。こうした

状況を受け、政府は 2月 18 日、山梨県に豪雪非常

災害現地対策本部を設置した。 

県内の被害は、死者 5 人、重軽傷者 151 人、建

物の全半壊 50 棟、一部破損 1,327 棟となり、ブド

ウをはじめとする農業被害額は 71 億円に上った。 

 

    
        道路上に放置された車両                  山梨県内の道路通行止め状況 

■山梨県建設業協会の復旧活動 

2 月 14 日午前、山梨県内に大雪警報が発令されたため、山梨県建設業協会の会員

企業は、重機を手配して除雪作業の準備を開始した。この日夕方には、山梨県より

 
豪雪災害記事（山梨日日新聞） 
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災害協定に基づく復旧活動の要請があり、同協会は災害対策本部を設置して、各社

に出動を要請した。会員企業は、24 時間体制で担当路線の除雪作業を開始した。 

しかし、除雪能力をはるかに上回る降

雪のため、山道では道路境界がわからず、

重機が立ち往生するなど、作業は困難を

極めた。なんとか除雪はできても、道路

に放置された車両が障害となって、排雪

場所が確保できないという問題も生じ

た。また、各地で雪崩が発生するなど状

況の変化も激しく、対策本部は対応に苦

慮した。 

 

    
             山間部の除雪作業                   市街地の除雪作業（富士吉田市） 
■県内の広域応援による夜間集中作業 

翌 15 日昼頃には雪も降り止み、夜を徹

した除雪作業によって、市街地の道路で

は通行止めが次々と解除されていった。

ところが、甲府市内では、車線が減少し

た道路に車両が集中し、身動きが取れな

い大渋滞が連日発生する事態となった。 

そこで県は、同協会との間で平成 25

年に締結した「災害時の広域応援業務に

関する協定」に基づき、甲府地区の除雪

作業への広域応援を要請した。 

この広域応援協定は、地域単位では対応できない大きな災害時に、隣接地域から

応援部隊を派遣することを定めたものである。これを受けて、同協会では各地区協

会との調整を行い、塩山地区と市川地区から重機 10 台とダンプトラック 20 台を甲

府地区に派遣することを決めた。 

応援を受けた甲府地区では、18 日から 22 日までの間、夜間集中作業によって延

べ 7km にわたる主要道路の除雪を進めた結果、車線は回復し、渋滞は解消された。

 
深夜の除雪作業（大月市） 

 
甲府市内の大渋滞（2月 17 日） 
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■国や周辺自治体からの支援 

山梨県は、遮断された道路網の早期復旧に向けて、県の委託業者をフル稼働させ

るとともに、国や周辺の自治体にも除雪支援を要請した。 

2 月 17 日には、北陸地方整備局から緊急災害対策派遣隊（TEC-FORCE）が到着し、

除雪車 6 台による支援活動を開始した。20 日からは 12 台体制となって、26 日まで

の間、33 路線 309km の除雪を行い、北杜市などの孤立集落解消に貢献した。 

2 月 18 日からは、新潟県から派遣された除雪車 4台と除雪ドーザ 4台が加わり、

22 日までの間、14 路線 84km を除雪し、丹波山村などの孤立解消に貢献した。 

その後も、長野県、静岡県、関東地方整備局からの支援部隊派遣が相次ぎ、県内

全域で除雪作業が加速され、3月中旬には道路網の復旧がほぼ完了した。 

 

    
     北陸地方整備局による除雪支援                  新潟県からの除雪支援 

■復旧活動を終えて 

2 月 14 日の雪の降りだしから、3 月 15

日までの間、山梨県建設業協会の会員が

復旧活動に動員した人員は延べ 22,000

人、重機は延べ 15,000 台に上った。 

この活動を見守った地元住民から寄せ

られた「ありがとう」「頑張れ」などの声

援は、除雪作業の大きな力となった。 

同協会では、こうした声援への感謝の

気持ちを込めて、今回の豪雪災害におけ

る会員企業の復旧活動について、地元新

聞に全面広告を掲載した。同時に、ポス

ターを作成して公共施設やイベント会場

に掲示し、建設業の役割を広く県民に理

解してもらうよう努めた。 

同協会は、今回の活動の教訓を生かし

て、今後も、災害復旧体制の充実を図っ

ていきたいと考えている。 

 
協会による全面広告（山梨日日新聞） 
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（２）落書き消し隊による環境美化活動（朝日建設(株)） 

事例 B3-04：富山県 

落書き消し隊による環境美化活動（朝日建設(株)） 
朝日建設(株)は、地域に根差した企業として、来るべき高齢化社会を支えようと、

平成 14 年、子会社を設立してデイサービスやショートステイなどの老人介護事業に

進出した。その後、利用者の在宅介護を支援するため、ユニバーサルデザイン室を

設けて、手すり取付けや段差解消などの住宅改修工事を手掛けるようになった。 

また、そうした工事の営業ツールとして、天然オレンジから抽出したリモネンを

主成分とする強力洗浄剤の取り扱いを始めた。 

■ボランティアで落書き消し 

平成 19 年 5 月、富山市内中心部の住宅

街で、住宅の塀やガレージのシャッター

に塗料スプレーや油性ペンで落書きされ

る被害が相次いで発生した。 

自社が取り扱う洗浄剤が、塗料やアス

ファルト乳剤の汚れ落としに効果が大き

いことを確認していた同社は、被害に遭

った住宅を訪ねて、ボランティアでの落

書き消しを申し出た。消し方がわからず

困っていた住民の前で、社員 5 人がこの

洗浄剤を使って、ブラシやタオルでこす

ると、落書きは見事に消えていった。 

このボランティア活動は、新聞で報道

され、落書きの抑止にもつながった。 

■「落書き消し隊」による美化活動 

同社は、洗浄剤の効果が実証されたこ

とから、その年の夏より、富山市の「ふ

るさと富山美化大作戦」に、「落書き消し

隊」として参加することにした。 
 

    
         融雪装置制御盤への落書き                  強力洗浄剤で消えた落書き 

 
ボランティアで落書き消し 

 
落書き消しを伝える記事（北日本新聞） 
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「ふるさと富山美化大作戦」は、富山市が毎年実施している事業で、全国に誇れ

る美しいまち富山を目指して、市民や企業、団体からの参加者が市内全域で一斉に

行う美化清掃活動である。この活動には、以前から落書き消しを担当するグループ

が参加していたが、同社の「落書き消し隊」が使っている洗浄剤の威力を見て感心

し、途中から同社の洗浄剤に切り替えて、一緒に作業することになった。 

この活動では、民間の所有物の落書きを勝手に消すことはできないので、対象は

道路の付帯構造物など公共施設に限られている。商店街のシャッターなどの落書き

消しは、別途所有者の承諾を得て実施しているが、これも大変喜ばれている。 

 

    
 ふるさと富山美化大作戦開会式（平成 26 年）   「落書き消し隊」の活動（富山駅周辺） 

    
「落書き消し隊」の活動（富山駅周辺） 

       
タクシー乗り場表示板の落書き消し（富山駅前） 
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■落書き消し活動の広がり 

「落書き消し隊」の活動は、地元でも話題となり、平成 22 年の「ふるさと富山美

化大作戦」では、若い警察官や市役所の職員も加わり、共同作業として実施される

など、同社の取組みは、周辺を巻き込んで広がりを見せている。 

平成 27 年 3 月には北陸新幹線が開通し、富山駅周辺では、県外からの観光客やビ

ジネス客が大幅に増えることが予想されている。 

同社は、こうした訪問客を落書きのない清潔な町並みで迎えるためにも、「落書き

消し隊」が必要なくなる日が来るまで、この活動を続けていきたいと考えている。

 

    
        広範囲の落書き（平成 22 年）             「落書き消し隊」による手順説明 

    
        若い警官が落書き消しに挑戦                     仕上げのふき取り 

    
   スプレーによるブロック塀の落書き消し               落書きが消えた壁面 
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３．２  協会・支部等の活動事例 

各地の建設業協会や支部・部会は、自然災害の応急復旧活動や防災支援活動を始め、

河川・道路清掃や植樹などの環境美化、社会福祉活動、各種催し等による住民とのふ

れあいなど、さまざまな社会貢献活動に取り組んでいます。 

平成 26 年度に顕彰した協会・支部等のこうした活動事例の中から、３．１で紹介

した代表事例のほか、ここでは次の 14 事例を紹介します。 

 
事例№ 都道府県 協会・支部等 活動内容 

A1-01 群馬県 (一社)群馬県建設業協会 豪雪災害時の除雪活動をツイッター発信 

A1-03 新潟県 (一社)新潟県建設業協会 関東甲信地方の豪雪災害の除雪支援活動 

A1-04 滋賀県 (一社)滋賀県建設業協会 台風 18 号による大雨災害の応急復旧活動 

A1-05 京都府 (一社)京都府建設業協会

綾部支部 

台風 18 号による大雨災害の復旧活動 

A2-01 山梨県 (一社)市川建設業協会 地域の危険個所の調査・報告活動 

A3-01 山梨県 (一社)市川建設業協会

青年部会 

国道バイパス公園の清掃奉仕活動 

A3-02 山口県 (一社)山口県建設業協会

豊田支部 

河川公園の「クリーンアップ作戦」 

A3-03 佐賀県 (一社)神埼建設業協会 カーブミラーの清掃・メンテナンス活動 

A4-01 秋田県 (一社)秋田県仙北建設業

協会 

地域の教育活動への様々な支援 

A4-02 奈良県 (一社)奈良県建設業協会

青年部会 

覚書による安定的な献血協力活動 

A5-01 山形県 (一社)山形県建設業協会

西村山支部青年部 

地域小学校の総合的な学習への参画 

A5-02 新潟県 (一社)新潟県建設業協会

津川支部 

「狐の嫁入り行列」の水上ステージ設置 

A6-01 福島県 (一社)福島県建設業協会 災害対応体験談集の発刊と発表会開催 

A6-02 長野県 (一社)長野県建設業協会

安曇野支部 

建設系学科高校生の就労支援 
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（１）災害復旧支援活動 

協会及び支部等の災害復旧支援活動として、次の 4事例を紹介します。 

 
事例№ 都道府県 協会・支部等 活動内容 

A1-01 群馬県 (一社)群馬県建設業協会 豪雪災害時の除雪活動をツイッター発信 

A1-03 新潟県 (一社)新潟県建設業協会 関東甲信地方の豪雪災害の除雪支援活動 

A1-04 滋賀県 (一社)滋賀県建設業協会 台風 18 号による大雨災害の応急復旧活動 

A1-05 京都府 (一社)京都府建設業協会

綾部支部 

台風 18 号による大雨災害の復旧活動 

事例 A1-01：群馬県 

豪雪災害時の除雪活動をツイッター発信（(一社)群馬県建設業協会） 

平成 26 年 2 月、関東地方を襲った記録的大雪により、群馬県でも各地で交通網が

遮断され、山間部では孤立する地域が相次ぐなど、大きな被害が発生した。 

群馬県建設業協会は、国や自治体からの要請を

受け、200 社を超す会員企業から延べ 2万 3千人

の人員と 1万 2千台の重機を動員し、昼夜を徹し

て除雪作業にあたるとともに、その様子をツイッ

ター発信して、進捗状況を被災地に伝えた。 

ツイッター情報の反響は大きく、同協会への感

謝と励ましのメッセージも多く寄せられた。 

同協会は、こうした取組みによって、建設業の

役割を広く情報発信していきたいと考えている。 

 

 
孤立解消に向けた山間部での除雪 

■群馬県建設業協会さんの活躍と、現場からのツイートには

頭が下がります。ありがとうございます。 

■日夜を問わず作業お疲れさまです。二次災害にくれぐれも

気をつけ孤立集落の皆様の不安を解いてあげてください。 

■連日、最前線の雪との格闘の模様がアップされている。本

県の業界の方々は県民性もあるけれども、どうも広報下手だ

が、これを期に有効な情報発信を期待。 

建設業への感謝と励ましのメッセージより 

 
国道 18 号線の除雪 

 
ツイート画面 
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事例 A1-03：新潟県 

関東甲信地方の豪雪災害の除雪支援活動（(一社)新潟県建設業協会） 

平成 26 年 2 月 14 日から 15 日にかけて、関東甲信地方は記録的な大雪となり、例

年は積雪量が少ない山梨県、埼玉県では、県民生活全般に影響を与える甚大な被害

が発生した。両県知事は、県内の除雪態勢だけでは早期復旧は困難と判断し、「災害

時等の広域応援に関する協定」により国及び隣接県に支援を要請した。 

新潟県建設業協会は、県からの出動要請を受け、会員企業 9 社からロータリー除

雪車等 12 台、オペレーター30 名を両県に派遣した。また、県内 5市からの要請で、

前橋市、秩父市、甲府市などに除雪車等 25 台とオペレーターを送り込んだ。 

新潟県からの応援部隊は、雪国で培っ

た除雪技術を活かして、10 日間にわたり

各地で支援活動を展開し、地元住民から

は多くの感謝と称賛の言葉を贈られた。 

なお、関東甲信越 1 都 9 県の建設業協

会は、平成 25 年に「広域的な災害支援・

救援活動に関する協定」を締結しており、

今回のような突発的な災害にも、迅速に

対応できる体制を整えている。 

 

    
     慎重に進む除雪車（山梨県早川町）           応急通路の確保（埼玉県秩父市） 

    
新潟県建設業協会による除雪支援活動（山梨県身延町） 

 
孤立解消に向けた除雪（山梨県早川町） 
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事例 A1-04：滋賀県 

台風 18 号による大雨災害の応急復旧活動（(一社)滋賀県建設業協会） 

平成 25 年 9 月、日本列島を直撃した大型台風 18 号によって、滋賀県は 15 日から

16 日にかけて過去に経験したことのない大雨に見舞われた。大津市や東近江市では

最大累計雨量 600 ミリを超える猛烈な雨が降り、気象庁は、数十年に一度の大災害

の恐れがあるとして、全国で初めて「特別警報」を発令した。 

この大雨により、各地で河川氾濫や土砂崩れが起きて交通が遮断され、家屋の損

壊や床上浸水など住宅被害が広がった。栗東市では民家 3 棟が全壊して 1 人が亡く

なり、大津市では法面土砂がアパート内に流入するなど、大きな被害も発生した。

滋賀県建設業協会は、9月 16 日朝、防

災協定に基づく滋賀県からの出動要請を

受けて災害対策本部を立ち上げ、各支部

との緊密な連携のもと、応急復旧活動を

開始した。 

県内各地に広がった被災地では、不眠

不休で作業が進められ、従事した作業員

は延べ 6,106 人、建設機械等 2,043 台、

ダンプトラックは 2,085 台にのぼった。 

なお、今回の応急対応の教訓から「早

期の応急復旧を行うためには、地域をよ

く知り、機動力を持った地元建設企業の

応援協力は不可欠」との認識が高まり、

平成 26 年 3 月 11 日には、建設業協会 8

支部と、県内の各土木事務所との間で「災

害応援協定」が締結された。 

同協会は、これからも県民の安心・安

全の確保に努め、地域社会に建設業の役

割を示していきたいと考えている。 
 

    
河川の応急復旧 

 
河川氾濫による浸水 

 
護岸の損壊 
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事例 A1-05：京都府 

台風 18 号による大雨災害の復旧活動（(一社)京都府建設業協会綾部支部） 

平成 25 年 9 月 16 日、大型台風 18 号の接近で、京都府全域に対して全国初となる

「特別警報」が発令され、府内の由良川、桂川、加古川の沿岸住民など約 43 万人に

避難指示、約 76 万人に避難勧告が出された。 

綾部市でも住宅の床上・床下浸水 142

戸、宅地内土砂崩れ 28 件など大きな被害

が発生し、市内の私市（きさいち）町で

は由良川の右岸堤防が約 100ｍに亘って

決壊して、堤防の内側にあった農地全て

が浸水する事態となった。 

台風一過の 9月 18 日、京都府建設業協

会綾部支部は、近畿地方整備局からの要

請を受け、支部長の会社を中心に堤防の

復旧工事に着手した。 

復旧工事は厳しい残暑の中 24 時間体制で行われたが、会員企業が一致協力するこ

とで、約 3,000 ㎥の盛土、600 台の大型ダンプの迅速な手配が可能となり、延べ 700

人の作業員の頑張りもあって、予定通り 1週間で完成させることができた。 

同支部は、今回の経験を活かし、より迅速な災害対応を目指したいと考えている。

 

    
              崩壊土砂の撤去                             盛土の敷均し 

    
            袋詰め玉石の積上げ                        連節ブロックの設置 

 
由良川堤防の損壊 
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（２）防災支援活動 

協会及び支部の防災支援活動として、次の事例を紹介します。 

 
事例№ 都道府県 協会・支部等 活動内容 

A2-01 山梨県 (一社)市川建設業協会 地域の危険個所の調査・報告活動 

事例 A2-01：山梨県 

地域の危険個所の調査・報告活動（(一社)市川建設業協会） 

市川建設業協会は、山梨県甲府盆地南部の市川地区を拠点とする建設企業 49 社で

構成する地区協会である。市川地区は、県内でも地域活動が特に盛んな地区として

知られ、同協会でも、県や市町村と連携して、道路や河川の美化活動をはじめとす

る様々な地域活動に積極的に取り組んでいる。 

そうした活動の中で、同協会が 20 年以上に亘って独自に実施している「地域の危

険個所の調査・報告活動」は、災害を未然に防ぎ、地域の安心・安全を守る建設業

ならではの活動として重要な位置付けとなっている。 

これは、協会会員が地域を巡回して、

道路の亀裂や陥没、ブロック積の亀裂や

傾きなどを調査し、放置しておくと危険

な個所については対応策を提案する活動

である。 

調査は、毎年春から初夏にかけて管内

6地区の建設安全協議会の会員延べ80人

によって行われ、会員は、異常な個所を

見つけたら、目視、計測によって危険度

を判断し、場所と状況を記録していく。 

調査の結果、毎年平均 50 件前後の報告が上がっており、協会がこれらを報告書に

まとめて、自治体など関係機関に提出している。 

全国各地で過去に例を見ない災害が相次ぐ中、同協会は、こうした活動を継続す

ることで、地域住民の安心・安全の確保に貢献していきたいとしている。 

 

    
道路の亀裂・陥没の計測 

 
斜面保護ブロックの亀裂調査 
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（３）環境美化活動 

協会及び支部の環境美化活動として、次の 3事例を紹介します。 

 
事例№ 都道府県 協会・支部等 活動内容 

A3-01 山梨県 (一社)市川建設業協会

青年部会 

国道バイパス公園の清掃奉仕活動 

A3-02 山口県 (一社)山口県建設業協会

豊田支部 

河川公園の「クリーンアップ作戦」 

A3-03 佐賀県 (一社)神埼建設業協会 カーブミラーの清掃・メンテナンス活動 

事例 A3-01：山梨県 

国道バイパス公園の清掃奉仕活動（(一社)市川建設業協会青年部会） 

山梨県の市川建設業協会青年部会は、平成 15 年より、地元の市川大門バイパス公

園で、定期的に清掃奉仕活動を行っている。 

市川大門バイパス公園は、幹線道路である国道 140 号線沿いの高台に位置し、見

晴らしが良く、運転手の休憩場所として広く利用されている。しかし、12 年前は、

空き缶やゴミ、雑誌等の投げ捨てが目立ち、地元住民にとっては利用したくない公

園となっていた。 

そこで、同部会では、地域奉仕活動の一環として、ゴミが散乱している公園を自

分たちの手できれいにして、住民が利用しやすい環境を取り戻そうと考えた。以来、

会員が 6班に分かれて、ローテーションで毎月 1回、清掃活動を続けている。 

公園内と駐車場がきれいになると、ゴ

ミの投棄も減って、今では住民の憩いの

場としての公園機能も回復している。 

同部会は、山梨県内の青年部会の中で

は規模が大きく、地域行事にも積極的に

参加して存在感を示しているが、今後も

地域に密着した活動を展開することで、

建設業が住民により身近な存在となるこ

とを願っている。 

 

    
市川大門バイパス公園の清掃 

 
公園付近の植込み清掃 
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事例 A3-02：山口県 

河川公園の「クリーンアップ作戦」（(一社)山口県建設業協会豊田支部） 

山口県建設業協会豊田支部は、毎年 7 月の「河川愛護月間」に合わせて、夏祭り

や花火大会などの会場となる河川公園の「クリーンアップ作戦」を実施している。

この活動は、昭和 57 年より続いている河川清掃のボランティア活動で、31 年目

となった平成 25 年度は、6月から 7月にかけて管内 3地区（豊田町、豊北町、菊川

町）の河川公園で行われた。 

6 月 8 日には、豊田地区の 6社 13 人が参加して、ゲンジボタルの生息地として知

られ、シーズンにはホタル舟が運航される木屋川の河川公園を清掃した。 

7月 3日には、豊北地区の 7社 18人が、

青のりや素魚（シロウオ）が獲れ、天然

鮎が昇る粟野川の河川公園を清掃した。 

7 月 23 日には、菊川地区の 5 社 15 人

が、夏祭りや合鴨鍋のイベント会場とな

る田部川河川公園を清掃した。 

同協会が全支部で展開している公共施

設の「クリーンアップ作戦」は、毎年の

恒例行事として地域に定着している。 

 

    
     粟野川河川公園の清掃（豊北地区）         田部川河川公園の草刈り（菊川地区） 

    
田部川河川公園の草刈り（菊川地区） 

 
木屋川河川公園の清掃（豊田地区） 
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事例 A3-03：佐賀県 

カーブミラーの清掃・メンテナンス活動（(一社)神埼建設業協会） 

神埼建設業協会は、佐賀県神埼市と吉野ヶ里町に所在する建設企業 14 社で構成す

る地区協会で、管内に国営吉野ケ里歴史公園があることから、長年に亘って、公園

周辺の道路清掃や彼岸花の植栽等の景観美化活動に力を入れてきた。 

平成 22 年、同協会は、一区切りついた道路の植栽活動に代わって、地元からの要

望が強かったカーブミラーの清掃及びメンテナンス活動を開始することにした。 

この活動は、当初年 1 回の実施としていたが、たいへん好評だったので、2 年目

からは春と秋の 2 回実施することになり、地元住民をはじめ自治体や警察の協力も

得られて、今では地域に定着した活動として高い評価を受けている。 

平成 25 年度秋の活動は、9 月 26 日、

会員企業から 35 人が参加して行われた。

参加者は 7 班に分かれて、千代田町内に

設置されているカーブミラー約 350 か所

を洗浄するとともに、視認性を確認し、

見やすい角度に調整していった。 

同協会は、地域への貢献を事業の柱と

考え、今後もこうした活動を継続させて

いく方針である。 

 

    
          カーブミラーの角度調整                      カーブミラーの清掃 

    
         カーブミラーの視認性確認                     カーブミラーの清掃 

 
神埼駅前のカーブミラーの清掃 
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（４）社会福祉活動 

協会及び支部の社会福祉活動として、次の 2事例を紹介します。 

 
事例№ 都道府県 協会・支部等 活動内容 

A4-01 秋田県 (一社)秋田県仙北建設業

協会 

地域の教育活動への様々な支援 

A4-02 奈良県 (一社)奈良県建設業協会

青年部会 

覚書による安定的な献血協力活動 

事例 A4-01：秋田県 

地域の教育活動への様々な支援（(一社)秋田県仙北建設業協会） 

秋田県仙北建設業協会と、同協会の若手会員でつくる建友会は、同協会が重視し

ているＣＳＲに基づく社会貢献活動の一環として、地域の教育機関に対して様々な

支援を行っている。 

■養護学校への備品寄贈 

建友会は、平成 23 年 9 月、同会設立 50 周年記念事業

として、大仙市大曲養護学校に備品を寄贈した。 

寄贈品は、学校生活や授業に役立つ物と考え、寄宿舎

生活での必需品である電気掃除機 10 台と、低学年から

高学年まで使える二段式のホワイトボード 3台とした。 

なお、建友会設立 50 周年記念式典で来賓に配った粗

品の茶碗は、同校の生徒が製作したものである。 

■小中学校への図書寄贈 

同協会と建友会は、平成 26 年 2 月、大仙市、仙北市、

美郷町の教育委員会に、災害復旧を扱った図書「啓け！

－被災地への命の道をつなげ－」500 冊を寄贈した。 

同書は、東日本大震災直後、懸命にがれきを撤去し、

道路を復旧させた国の職員や建設業者の姿を描いた作

品で、子どもたちに仕事の大切さと建設業の役割を知っ

てほしいとの同協会の願いが込められている。 

 

    
         大仙市への図書寄贈（秋田さきがけ）              美郷町への寄贈（秋田民報）

 
大曲養護学校への備品 

寄贈（秋田民報） 
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事例 A4-02：奈良県 

覚書による安定的な献血協力活動（(一社)奈良県建設業協会青年部会） 

奈良県建設業協会青年部会では、毎年 7 月下旬から 8 月上旬にかけて、県内 3 地

区（北和・中和・南和）で献血協力活動を実施している。 

これは、平成 17 年の同部会設立時に、「全国建設青年の日」（7 月 28 日）事業と

して始まった活動で、以来、同部会では地域での社会的責任を果たすＣＳＲ活動と

位置付け、その規模を拡大してきた。平成 19 年 7 月には、県の献血事業推進への貢

献が評価され、奈良県献血推進協議会から感謝状が贈られた。 

さらに、平成 22 年 2 月には、同部会と

奈良県献血推進協議会及び奈良県赤十字

センターとの間で「献血協力活動に関す

る覚書」が締結された。 

この覚書では、同部会が実施する献血

協力活動は、次の通りとしている。 

① 年間を通して著しく血液が不足し、血

液の安定供給に支障を来たすおそれが

ある場合、要請に基づく献血協力。 

② 奈良県内において、地震、風水害、そ

の他の災害等により血液の安定供給に

支障を来たすおそれがある場合、要請

に基づく献血協力。 

③ イベント会場等における集団で実施す

る献血協力。 

平成 25 年度の献血協力活動は、3地区

で延べ 70 人が参加して実施された。 

同部会は、今後も活動を続けることで、

血液の安定供給を目指すとしている。 
 

    
                 献血受付                                    採血 

 
奈良県献血推進協議会からの感謝状 

 
採血車の設置 
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（５）建設業ふれあい活動 

協会及び支部の建設業ふれあい活動として、次の 2事例を紹介します。 

 
事例№ 都道府県 協会・支部等 活動内容 

A5-01 山形県 (一社)山形県建設業協会

西村山支部青年部 

地域小学校の総合的な学習への参画 

A5-02 新潟県 (一社)新潟県建設業協会

津川支部 

「狐の嫁入り行列」の水上ステージ設置 

事例 A5-01：山形県 

地域小学校の総合的な学習への参画（(一社)山形県建設業協会西村山支部青年部）

山形県建設業協会西村山支部青年部は、平成 14 年より、地域の小学校の総合的な

学習の時間に参画して、学習会、見学会、ものづくり体験などを提供している。 

これは、普段学んでいることを実際に体験することで、子どもたちにその面白さ

を分かってもらい、建設業に興味を持ってもらうことを目的とした活動である。 

平成 25 年度は、10 月 30 日、寒河江市立柴橋小学校の 1 年生 41 名を対象に、建

設機械の試乗体験、歩測で距離を当てるゲーム、ミニバックホウとの綱引き対決を

実施し、青年部員 15 名が子どもたちとのふれあいの時間を過ごした。 

この体験学習は学校関係者からも高く評価、感謝されており、同支部では、今後

もより面白さをテーマとした学習プログラムの充実を図りたいと考えている。 

 

    
          大型トラックの試乗体験                     高所作業車の試乗体験 

    
      コンバインドローラーの試乗体験               歩測で距離を当てるゲーム 
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事例 A5-02：新潟県 

「狐の嫁入り行列」の水上ステージ設置（(一社)新潟県建設業協会津川支部） 

闇夜に浮かぶ狐火の話は、全国各地で伝わっているが、新潟県津川地区の麒麟山

の狐火は世界一とも言われ、これにまつわる数多くの伝承が残されている。その一

つが「狐の嫁入り行列」であり、点々と光る狐火が、かつてこの地方では夜に行わ

れていた嫁入り行列の提灯の明かりに見えたことから生まれた言い伝えである。 

津川では、この言い伝えに基づき、平成 2 年より、地域おこしイベント「つがわ

狐の嫁入り行列」が開催されている。これは、狐に扮した花嫁の行列が夕暮れの街

を練り歩き、夜の川辺で幻想的な結婚式を挙げ、旅立つまでを演じたものである。

新潟県建設業協会津川支部は、この「狐

の嫁入り行列」のフィナーレを飾る結婚

式・披露宴の会場となる水上ステージを

設置し、周辺の清掃を行うなど、裏方と

してイベントを支えている。 

第 24 回「つがわ狐の嫁入り行列」は、

平成 25 年 5 月 3 日に開催され、全国から

訪れた観客 5 万人が、水上ステージで繰

り広げられる幻想の絵巻を楽しんだ。 

 

    
     常浪川に設置する水上ステージ足場           水上ステージに向かう新郎・新婦 

    
              狐の結婚の儀式                       披露宴からフィナーレへ 

 
狐の嫁入り行列 
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（６）啓蒙活動 

協会及び支部の啓蒙活動として、次の 2事例を紹介します。 

 
事例№ 都道府県 協会・支部等 活動内容 

A6-01 福島県 (一社)福島県建設業協会 災害対応体験談集の発刊と発表会開催 

A6-02 長野県 (一社)長野県建設業協会

安曇野支部 

建設系学科高校生の就労支援 

事例 A6-01：福島県 

災害対応体験談集の発刊と発表会開催（(一社)福島県建設業協会） 

福島県建設業協会は、地域建設業の役割を一般市民に理解してもらうため、平成

25 年 5 月、災害対応体験談集「その時、建設業は－緊急出動・対応の記録－」を発

刊し、福島市内で発表会を開催した。 

この体験談集は、平成 23 年に発生した東日本

大震災、福島第一原発事故、新潟・福島豪雨、台

風 15 号による災害の現場で、人命救助や応急復

旧など様々な活動に従事した建設関係者から体

験談を募り、冊子にまとめたものである。 

発表会では、体験談集に収録している 34 の事

例の中から、7人がそれぞれの体験を発表した。

会場には、会員企業の社員や一般市民のほか、市

内の高校生 70 人を含む約 300 人が集まり、貴重

な体験に聞き入った。参加した高校生からは「建

設業が地域のために幅広く活動していることを

初めて知った」「建設業関係の人たちはすごい。

自分も建設関係の仕事に就きたい」などの感想文

が寄せられた。 

同協会では、体

験談集を希望者に

無料配布するとと

もに、体験内容を

インタビュー形式

で伝えるラジオ番

組を制作し、7 月

から県内 7 局で放

送するなど、建設

業の活動を広く一

般市民に理解して

もらうための努力

を続けている。 

 
平成 23 年災害対応体験談集 

 
災害対応体験談集に掲載された活動事例（一部） 
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事例 A6-02：長野県 

建設系学科高校生の就労支援（(一社)長野県建設業協会安曇野支部） 

長野県建設業協会安曇野支部は、平成 17 年度より、建設系学科高校生の就労促進

と若手技術者育成を目的に、型枠製作と鉄筋加工・結束の実務研修に取り組んでき

た。平成 23 年からは、県の安曇野建設事務所と共同で、南安曇農業高校環境クリエ

イト科の生徒を対象に、現場見学会、安全研修など、取組みを拡大している。 

平成 25 年度は、8月 1日、1年生 39 人を対象に、道路築造工事、橋梁架替工事な

ど 4 か所の現場見学会を開催した。生徒からは「自分の未来への参考になる充実し

た 1日だった」「どの仕事にもやりがいを感じた」などの声が寄せられた。 

9 月 3 日には、2 年生 21 人を対象に、

校内で安全研修と、型枠製作、鉄筋加工・

結束の実務研修を実施した。 

また、10 月 15 日には、2 年生 21 人を

対象に、初の試みとして同校第 2 農場内

で建設重機運転の実務研修を実施した。 

これらの取組みは学校からもたいへん

感謝されており、同支部は今後とも継続

して実施していきたいと考えている。 

 

    
型枠製作実習                          鉄筋加工・結束実習 

    
重機運転実習 

 
現場見学会（矢越防災道路築造工事） 



 －27－

３．３  会員企業の活動事例 

各地の建設業協会の会員企業は、地域の安全・安心確保を最優先に考えて、災害時

には先頭に立って復旧活動に従事するとともに、日頃から地域の防災支援活動や環境

美化活動、社会福祉活動、建設業ふれあい活動などにも積極的に取り組んでいます。

これらの活動は、地元企業ならではの工夫により、住民にもたいへん喜ばれ、建設業

のイメージアップにつながっています。 

平成 26 年度に顕彰した会員企業のこうした活動事例の中から、３．１で紹介した

代表事例のほか、ここでは次の 15 事例を紹介します。 

 

事例№ 都道府県 企業名等 活動内容 

B1-01 静岡県 中村建設(株) 豪雪災害における除雪支援活動 

B2-01 群馬県 須田建設(株) 消防団員の雇用による地域消防活動の支援 

B3-01 北海道 岩倉建設(株) 公園の花壇造りと道路清掃活動 

B3-02 山形県 樋口建設(株) 公共施設の除雪及び清掃奉仕活動 

B3-03 富山県 ユーシン建設(株) 全社員による定期清掃奉仕活動 

B3-05 岡山県 (株)荒木組 奉仕チームによる道路・河川の清掃活動 

B3-06 鹿児島県 鎌田建設(株) 会社周辺地域の「こぎれい大作戦」 

B3-07 鹿児島県 (株)田島組 総合的な地域貢献活動 

B4-01 岩手県 菱和建設(株) 福祉施設でのふれあい交流活動 

B4-02 山形県 (株)浅賀建設 沿線小学校児童の交通安全・防犯啓蒙活動 

B4-03 福島県 美馬建設(株) 地域高齢者のための「ハッピーシャトル便」 

B4-04 島根県 (株)中筋組 出雲神話紙芝居セットの制作と寄贈 

B5-01 北海道 斉藤井出建設(株) 保育園児の餅つき体験会の開催 

B5-02 北海道 中塚建設(株) キリン柄クレーンの写生会の開催 

B5-03 青森県 山内土木(株) 小学生の会社施設見学会の開催 
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（１）災害復旧支援活動 

会員企業の災害復旧支援活動として、次の事例を紹介します。 
 
事例№ 都道府県 企業名等 活動内容 

B1-01 静岡県 中村建設(株) 豪雪災害における除雪支援活動 

事例 B1-01：静岡県 

豪雪災害における除雪支援活動（中村建設(株)） 

平成 26 年 2 月 15 日、愛知県北設楽郡豊根村で、新豊根ダムへ通じる道路が大雪

のた め通行不能となり、ダムが孤立する事態となった。 
中村建設(株)は、国土交通省中部地方

整備局浜松河川国道事務所からの緊急出

動要請を受け、情報収集及び除雪作業の

準備を始めた。 
2 月 16 日に現地に出向いたところ、新

豊根ダムまでの道路は、凍結や積雪がひ

どく、倒れた電柱や電線の垂れ下がり、

倒木によって道路を塞がれている状況で

あっ た。そのため、目的地まで重機を回

送することが困難となり、手前 20km 付近

からホイールローダーを自走させること

でようやく現地に到着し、除雪作業に取

り掛かることができた。 
その後、豊根村からも出動要請があり、

協力業者とともに工期の迫る現場を止め

て対応し、若手職員を中心に休日返上で

除雪作業に取り組んだ。 
今回の除雪支援活動では、ホイールロ

ーダーの長距離自走による燃料不足や、

携帯電話不通による連絡手段の途絶など

多くの問題が生じたが、これらは今後活

動していく際の教訓ともなった。 
休日を跨いだ年度末の繁忙期に、県境

を越えた活動要請に速やかに対応し、災

害から住民の安全・安心を守った同社の

貢献に対して、平成 26 年 3 月、国土交通

省中部地方整備局浜松河川国道事務所よ

り感謝状が贈られた。 
 

 
ホイールローダーの自走移動 

 
新豊根ダムでの除雪作業 

 
浜松河川国道事務所からの感謝状 
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（２）防災支援活動 

会員企業の防災支援活動として、次の事例を紹介します。 
 
事例№ 都道府県 企業名等 活動内容 

B2-01 群馬県 須田建設(株) 消防団員の雇用による地域消防活動の支援 

事例 B2-01：群馬県 

消防団員の雇用による地域消防活動の支援（須田建設(株)） 

須田建設(株)は、創業以来「信用第一で地域社会に貢献を目指す」を理念に活動

している。同社では、消防団員として活動する社員が地域で信頼されることは、そ

の社員を雇用する企業が地域全体から信頼されることにつながると考え、地域消防

活動を積極的に支援している。社内では、若い社員が消防団員であることは「当た

り前」で、現在は社員 30 名のうち、みなかみ町消防団に 10 名、沼田市消防団に 1

名が在籍して消防活動を行っている。 

同社では、有事の際にはたとえ勤務時間中であっても消防活動を優先することに

している。社員が消防団活動を行うことに関して、就業規則や規定では特に定めて

いないが、勤務時間内に消防団活動を行う必要がある場合には、出動の際に上司に

報告するだけ良いという体制で運用されている。このような社内体制が継続可能な

のは、「地元社員が地域に貢献することは当たり前」であり、「出動した社員の仕事

をその他の社員で補うことも当然のこと」と皆が考えており、それを会社が支援す

ることについても社員全員が納得している社内風土によるものである。 

消防団活動の内容が土砂災害等の会社業務とも係わるような場合には、会社とし

ても協力体制をとっており、行政機関と緊密に連絡を取り合い、収集した情報を社

員へ伝達、的確な対応を行うことで、迅速な災害支援を行っている。 

同社は、こうした活動を積み重ねたことで、平成 26 年 2 月、全国消防団大会にお

いて消防庁長官より「地域活動表彰」を受賞した。また、同日開催された消防団員

入団促進シンポジウムでは、同社代表が、消防団員である社員への理解や日頃の取

組みなどについて意見発表を行った。さらに同年 3 月には、群馬県消防協会会長よ

り「優良事業所表彰」を受賞している。 

 

    
消防庁長官による地域活動表彰 
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（３）環境美化活動 

会員企業の環境美化活動として、次の 6事例を紹介します。 

 
事例№ 都道府県 企業名等 活動内容 

B3-01 北海道 岩倉建設(株) 公園の花壇造りと道路清掃活動 

B3-02 山形県 樋口建設(株) 公共施設の除雪及び清掃奉仕活動 

B3-03 富山県 ユーシン建設(株) 全社員による定期清掃奉仕活動 

B3-05 岡山県 (株)荒木組 奉仕チームによる道路・河川の清掃活動 

B3-06 鹿児島県 鎌田建設(株) 会社周辺地域の「こぎれい大作戦」 

B3-07 鹿児島県 (株)田島組 総合的な地域貢献活動 

事例 B3-01：北海道 

公園の花壇造りと道路清掃活動（岩倉建設(株)） 

岩倉建設(株)は、昭和 34 年の創業以来、「誠実の一路を開拓者精神で貫け」を社

是に掲げ、建設業という仕事を通して常に「人の暮らし」の役に立つことを第一の

使命と考え、地域の社会貢献活動に積極的に取り組んでいる。 

その一環として、平成 22 年度より毎年、苫小牧市木場町周辺の道路清掃や花壇整

備を続けている。道路清掃は 5 月を皮切りに定期的に実施しており、花壇整備は苗

植えに始まり、雑草除去、施肥など年間を通して行っている。 

平成 23 年度には、苫小牧市が提唱す

る、住民等のボランティアによって清潔

で美しい街づくりを進める「トマコマイ

クリーンアップ・サポーター制度」に登

録して、さらに活動の幅を広げている。 

これらの活動が評価され、平成 26 年 3

月に苫小牧市長か ら感謝状が贈られた。 

 

 
苫小牧市長からの感謝状 

 
木場町中央通の清掃 

 
花壇の整備 
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事例 B3-02：山形県 

公共施設の除雪及び清掃奉仕活動（樋口建設(株)） 

樋口建設(株)は、平成 16 年より年 2回のペースで、地元の飯豊町内の公共施設の

除雪活動や清掃奉仕活動を継続している。 

西置賜郡飯豊町は、特別豪雪地域に指定されている山形県内でも有数の豪雪地帯

である。同社は毎年、協力業者を含めた約 40 名が参加して、町内にある福祉施設の

屋根に積もった 100 ㎝以上の雪を降ろす除雪奉仕活動を行っている。 

 

    
福祉施設「ひめさゆり荘」での除雪作業 

また、未来を担う子どもたちが楽しく安全に過ごせるようにと、町内の幼稚園で、

草刈りや剪定、拭き掃除などの清掃奉仕活動を行っている。 

平成 25 年 10 月には、社員約 60 人が参

加して、いいで中部幼稚園、さゆり保育

園、つばき保育園の 3 か所で草刈りや芝

生の遊び場整備を行った。 

こうした活動におけるプロ集団ならで

はの手際の良さは、建設業のイメージア

ップにもつながっている。 
同社は、今後も活動を継続することで、

地域に貢献していきたいと考えている。 
 

    
いいで中部幼稚園の遊び場整備 

 
いいで中部幼稚園の草刈り作業 
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事例 B3-03：富山県 

全社員による定期清掃奉仕活動（ユーシン建設(株)） 

ユーシン建設(株)は、平成 12 年より、毎月 1 日と 15 日を「環境美化の日」と定

め、午前 7 時より全社員が参加して、本社の周辺約 2 ㎞の道路、水路、歩道、水田

の中などの清掃奉仕活動を行っている。 

この「環境美化の日」活動は、同社の主力事業が道路舗装工事であることから、

道路への感謝の気持ちを表そうと、防犯パトロールを兼ねて始めた取組みである。

また、道路工事現場では、工事区域内の道路清掃はもちろんのこと、工事区域外

であっても、現場周辺の歩道等に泥溜りや草が生えているのを見つけた場合には、

自主的に草刈りや清掃を行うことにしている。 
同社が所在する富山県砺波市は、チュ

ーリップ栽培で全国に知られており、毎

年 4 月下旬～5 月上旬にかけて「となみ

チューリップフェア」を開催している。 

同社は、開催前の 4 月第 2 日曜日に行

われる会場清掃には、全社員が休日返上

で参加するなど、地域の奉仕活動にも積

極的に協力しており、地域住民からも信

頼されている。 

 

     
本社周辺の清掃活動 

    
チューリップ公園内の清掃活動 

 
工事区域外の歩道拡幅部の草刈り 
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事例 B3-05：岡山県 

奉仕チームによる道路・河川の清掃活動（(株)荒木組） 

(株)荒木組は、「真心ある社会貢献活動」をモットーに全社員が一致団結し、地域

に根差した各種の環境保全活動を実践している。 
平成 22 年からは、社員を中心とした「アラキボランティアチーム」を編成して、

毎年 3回程度、国道 30 号線の岡山市大雲寺交差点から清輝橋交差点までの区間で、

たばこの吸い殻や空き缶拾いなどの道路清掃活動を行っている。 

また、本社がある表町周辺の清掃活動

では、地域住民にも参加を呼びかけてお

り、平成 25 年の活動には、社員有志や家

族、地域住民ら約 120 人が参加した。 

平成 20 年からは、毎年 8月に行われる

NPO 法人「旭川を日本一美しい川に育て

る会」の一斉清掃活動に参加して、岡山

市中心部を流れる旭川の京橋周辺で清掃

活動を行っている。 

さらに、平成 25 年 4 月には、美作市主

催の「袴ヶ仙植樹祭」に参加し、クマ、イノシシ、シカなどの野生獣対策として、

実のなる広葉樹の植栽に取り組むなど、様々な環境保全活動を実践している。 

 

    
アラキボランティアチームによる道路清掃活動 

    
          旭川の一斉清掃                      袴ヶ仙植樹祭での植栽活動 

 
地域住民への「清掃活動のご案内」 
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事例 B3-06：鹿児島県 

会社周辺地域の「こぎれい大作戦」（鎌田建設(株)） 

鎌田建設(株)は、環境美化活動を社員

教育の柱と位置付け、本社ビルが完成し

た平成 5 年には、会社周辺の国道約 2 ㎞

の区間で、定期的な道路清掃活動を開始

した。その後、活動範囲を広げて、近隣

の神社や公民館周辺の清掃、植樹、河川

堤防の草刈りなども行うようになり、月

1 回の恒例行事「こぎれい大作戦」とし

て定着させている。 
 

    
河川堤防の「こぎれい大作戦」（検校川） 

また、同社社長は、日本を美しくする会の「鹿児島掃除に学ぶ会」の代表世話人

を務めており、県内外から多くの参加がある年次大会では、実行委員となった社員

が協力して、会場設営や掃除道具の準備、受付、誘導等を行っている。 

この大会の特色である掃除実習では、各班が実習場所のトイレに移動し、2 時間

に亘って、掃除の手順から片付けまで丁寧な指導を受けた。参加者からは「参加し

て良かった」「ためになった」など感謝の言葉が贈られた。 

同社は、こうした活動を通じて地域の美化を促進させたいと考えている。 

 

    
「鹿児島掃除に学ぶ会」年次大会の掃除実習 

 
河川堤防の草刈り 



 －35－

事例 B3-07：鹿児島県 

総合的な地域貢献活動（(株)田島組） 

(株)田島組は、平成 4 年より、毎月第 1 月曜日の朝、入来町の国道 328 号線の約

350m の区間で、植樹帯の除草、ゴミ拾いなどの道路清掃活動を実施している。 

この清掃活動は、地域住民や通勤通学

者にも理解され、定着しており、通行車

両が速度をゆるめ、小中学生が大きな声

で挨拶する光景も多く見られる。 

また、地元の子どもたちが将来の建設

業の担い手となれるよう、毎年、中学生

の職場体験学習に協力して、指導者立会

いのもと、建設機械の操作体験や測量実

習などを実施している。 
 

    
道路清掃活動（国道 328 号線） 

    
          職場体験学習（重機操作）                   職場体験学習（測量） 

同社は、こうした活動のほかにも、土木の日の献血活動、こども 110 番活動、青

色回転灯搭載車輌による防犯パトロール活動など、長年に亘って様々な地域貢献活

動に取り組んでいる。また、地域のスポーツ振興のため、入来中選抜新人野球大会、

薩摩川ボーイズの全国大会出場、川内レガッタ、薩摩杯空手道錬成大会などにも積

極的に協力しており、地域にとって欠かせない存在となっている。 
 

 
道路清掃活動（国道 328 号線） 
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（４）社会福祉活動 

会員企業の社会福祉活動として、次の 4事例を紹介します。 

 
事例№ 都道府県 企業名等 活動内容 

B4-01 岩手県 菱和建設(株) 福祉施設でのふれあい交流活動 

B4-02 山形県 (株)浅賀建設 沿線小学校児童の交通安全・防犯啓蒙活動 

B4-03 福島県 美馬建設(株) 地域高齢者のための「ハッピーシャトル便」 

B4-04 島根県 (株)中筋組 出雲神話紙芝居セットの制作と寄贈 

事例 B4-01：岩手県 

福祉施設でのふれあい交流活動（菱和建設(株)） 

菱和建設(株)は、15 年以上前から、社

会福祉活動の一環として、近隣の児童養

護施設「和光学園」とのふれあい交流活

動を続けている。 

平成 20 年には、同社が所有する雫石町

の山林約 2 ヘクタールの一部を「和光の

森」と名付け、以来毎年、園生とともに

植樹や芝張り、休憩所や遊歩道の階段、

テーブルなどの製作を行っている。 

また、毎年 8 月には、同社駐車場で、

近隣住民への感謝とふれあいをテーマと

した「菱和夏祭り」を開催し、園生を多

数招待している。この「菱和夏祭り」の

売上金の一部は、和光学園のクリスマス

会のために寄贈されている。 

さらに、平成 22 年からは、毎年 4月に

地元の城北小学校の周辺道路に設置され

た木製ベンチの整備活動を行っている。

古くなった座面を交換し、金属部分を含

めて再塗装することで、ベンチは新品同

様の姿に生まれ変わっていく。作業終了

後には、周辺の草取りやゴミ拾い等の清

掃活動も併せて行っている。 

同社のこうした活動に対して、平成 19

年には「小さな親切」運動本部より「「小

さな親切」実行章」が、平成 23 年には和

光学園を運営する岩手県社会福祉事業団

より感謝状が贈られた。 

 
「和光の森」での芝張り 

 
テーブルの製作 

 
岩手県社会福祉事業団からの感謝状 
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事例 B4-02：山形県 

沿線小学校児童の交通安全・防犯啓蒙活動（(株)浅賀建設） 

(株)浅賀建設は、平成 17 年より、同社が維持補修工事を手掛けている国道沿線の

12 の小学校で、1年生を対象とした交通安全・防犯啓蒙活動を行っている。 

この活動は、小学生や保育園児の通学路となっている国道沿線で、子どもたちの

通学時の安全・安心を確保しようと始めた取組みで、毎年工事の関係者で組織して

いる「安全衛生・災害防止協議会」の年間活動計画に盛り込まれている。 

活動内容は、国道沿線にある小学校を訪れ、1 年

生を対象に、夜行反射板キーホルダーや防犯下敷等

を配布して、交通安全や防犯を呼びかけるもので、

毎年夏休み前に行われる「明るいやまがた夏の安全

県民運動」に合わせて実施している。 

また、平成 25 年からは、クリスマスに合わせて沿

線の 2 つの保育園を訪れ、紙芝居によって交通安全

と防犯を呼びかけ、絵本と交通安全ストラップをプ

レゼントしている。 

同社は、毎年子どもたちから届く「来年もきてほ

しい」とのお礼の手紙に応えるためにも、この活動

を更に充実させたいと考えている。 
 

    
          交通安全の呼びかけ                夜光反射板キーホルダー 

    
        紙芝居による安全の呼びかけ           絵本と交通安全ストラップをプレゼント 

 
子どもたちからのお礼の手紙 
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事例 B4-03：福島県 

地域高齢者のための「ハッピーシャトル便」（美馬建設(株)） 

美馬建設(株)は、平成 22 年より、地域の交通手段を持たない高齢者を支援するた

め、自宅とスーパー間を送迎する「ハッピーシャトル便」の運行を行っている。 

同社は、会津地方の山あいの只見町に所在しており、町民の依頼を受けて、農地

の維持管理や、遊休農地でのそば栽培等に精力的に取り組んできた。その活動の中

で見つかった新たな課題が「買い物弱者」への対応である。 

過疎化・高齢化が進むこの地域では、近隣に商店が一軒もなく、数年前から移動

販売車も来なくなった。公共交通も不充分であるため、買い物のための移動手段は

主に車となるが、「雪道の運転に自信がない」と冬季は運転をためらう高齢者が多く、

日常的な買い物にも困っている状況であった。 

この課題を解決するために、同社が工夫と助け合いの精神で、町内のスーパーへ

の無料送迎を行ったことが「ハッピーシャトル便」の始まりとなった。 

「ハッピーシャトル」は、普段は作業員送

迎用のワゴン車で、同社の車輌部長が運転手

を務め、12 月中旬から 3月までの毎週水曜日

に運行しており、現在、60～80 歳代の 15 人

が利用登録している。運行時間はタクシー等

の業務に支障がないように配慮し、午前 10

時に塩沢郵便局前に集合、町内のスーパーへ

移動して買い物を行い、11 時頃には戻るスケ

ジュールとなっている。 

同社の取組みは、福島県社会福祉協議会の

広報誌「はあとふる・ふくしま」で紹介され、

中山間地域の企業が行う社会貢献活動の好

事例として注目されている。 

また、平成 26 年には只見市塩沢区長から

感謝状が贈られている。 

 

    
「ハッピーシャトル便」             只見町塩沢区長からの感謝状  

 
「ハッピーシャトル便」の案内 
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事例 B4-04：島根県 

出雲神話紙芝居セットの制作と寄贈（(株)中筋組） 

 (株)中筋組は、平成 25 年 9 月に創立 60 周年を迎え、その記念事業として地域へ

の恩返しの思いを込め、出雲神話紙芝居「日本の神話シリーズ全 6作」を製作した。

記念事業としての紙芝居の製作は、子どもたちに出雲地方に伝わるたくさんの神

話を後世に語り継いで欲しい、紙芝居を通して「聞く力」「集中力」「想像力」「コミ

ュニケーション力」を身につけて欲しいとの思いで企画された。 
製作した出雲神話紙芝居は 1 セット全 6 作で、

島根県内の老人福祉施設や小学校、幼稚園、図書

館、中学校、高校、大学等に合計 1,700 セットが

寄贈された。また、出雲神話と深い関わりのある

出雲大社、出雲大社教、出雲教にも奉納しており、

出雲神話の普及に活用されている。 

さらに平成 24 年より 3回に亘って「紙芝居フォ

ーラム in しまね」を開催し、紙芝居の魅力や演じ

方の紹介、親子・学生参加のオリジナル紙芝居の

製作、出雲神話紙芝居を描いた作家自らが演じる

公演会などを通して、地域の人々にふるさとの神

話と紙芝居の魅力を伝えた。 

 

    
          出雲大社への紙芝居奉納                作家による出雲神話紙芝居の公演 

    
       親子でオリジナル紙芝居の製作                出雲大社宮司からの感謝状 

 
出雲神話紙芝居セット 
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（５）建設業ふれあい活動 

会員企業の建設業ふれあい活動として、次の 3事例を紹介します。 

 
事例№ 都道府県 企業名等 活動内容 

B5-01 北海道 斉藤井出建設(株) 保育園児の餅つき体験会の開催 

B5-02 北海道 中塚建設(株) キリン柄クレーンの写生会の開催 

B5-03 青森県 山内土木(株) 小学生の会社施設見学会の開催 

事例 B5-01：北海道 

保育園児の餅つき体験会の開催（斉藤井出建設(株)） 

斉藤井出建設(株)は、子どもたちに日本の伝統文化を体験してもらうため、平成

17 年度より毎年、本別町の仙美里保育所で、餅つき体験会を開催している。 
平成 25 年度は、12 月 5 日、地元の餅つき保存会の協力のもと、18 人の園児が順

番に「杵と臼の餅つき」を体験した。ついた餅は、地元産の材料を使って、あんこ

餅、きなこ餅、納豆餅などに仕立て、昼食会で振る舞った。つきたての餅を食べた

園児は「おいしい」「もっと食べたい」と大喜びであった。また、鏡餅もつくって、

町内の他の保育所 4 か所に贈った。体験会の最後には、楽しい思い出を日記に残し

てもらおうと、子どもたちに「自由帳とペンのセット」をプレゼントした。 

同社は、「社業発展を通して地域づくりに貢献する事」を経営理念の一つとしてお

り、今後もこうした地域貢献活動に積極的に取り組んでいく方針である。 

 

    
            園児らの餅つき体験                  地元の食材で作った六種類のもち 

    
           つきたての餅で昼食会                自由帳とペンのセットをプレゼント 
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事例 B5-02：北海道 

キリン柄クレーンの写生会の開催（中塚建設(株)） 

中塚建設(株)が所在する松前郡福島町の三岳地区は、急傾斜地が多く、土砂崩れ

が発生しやすい場所である。このため同社では、災害復旧や道路維持補修工事に備

えて、クレーン車やパワーショベル等の重機を多数保有している。 
同社は平成 5 年、重機が立ち並ぶ殺風景な工事現場に潤いを与えようと、地元の

福島小学校の児童に依頼して、所有するクレーン車にキリン模様の塗装を施した。

完成した「きりんクレーン」の愛らしい姿は「工事現場が動物園みたい」と町民に

も大人気となった。その後さらに、パワーショベルにはトラ、トラックにはカメな

どの塗装が施され、ＮＨＫの全国放送でも車両が紹介され、話題となった。 

平成 11 年からは、「きりんクレーン」

を題材に、福島小学校で写生会を開催し

ている。平成 25 年の写生会は、3年生 21

人が参加して行われ、児童らは真剣な表

情でクレーン車に向き合い、画用紙いっ

ぱいに思い思いのキリンを描いた。 

同社は、今後も新たな動物柄の重機・

車両を増やして、子どもたちに楽しんで

もらおうと考えている。 

 

    
        「きりんクレーン」の写生会               「きりんクレーン」と記念撮影 

    
トラ模様のパワーショベル 

 
「きりんクレーン」の写生会 
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事例 B5-03：青森県 

小学生の会社施設見学会の開催（山内土木(株)） 

山内土木(株)では、平成 21 年から毎年、近隣の小学生を対象とした会社施設見学

会を開催し、建設業が果たす「町をつくる仕事」について説明している。 

これは、小学生が地元で働く人々の仕事の様子を見学することで、社会教育学習

に役立てるという「次世代育成支援対策」の一環として実施している取組みである。

見学会では、普段なかなか近くで見ることのできない大型重機の試乗体験なども

行っている。また、建設工事についてわかりやすく説明するために、クイズ形式を

取り入れるなど、子どもたちが楽しく学習しながら建設業に親しみを持ってもらえ

るよう数々の工夫が凝らされている。 
参加した 2 年生の児童は、自分の身長

ほどもある大きなタイヤに驚きながら試

乗体験したり、道路づくりクイズに積極

的に手を挙げて答えたりしていた。 

見学会は学校関係者からも感謝され、

建設業のイメージアップにもつながって

おり、同社では、今後もこの取組みを通

じて建設業の役割をＰＲしていきたいと

考えている。 
 

    
タイヤショベルの試乗体験 

    
        コンクリートポンプ車の説明                  クイズ形式による説明会 

 
山内土木の会社施設見学会 
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４．都道府県建設業協会・支部、地区協会が実施した活動 

協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 

宮城県 献血推進活動 1 月 1 日～

12 月 31 日

宮城県建設産業

会館 

参加総数・ 

月間 63 人、 

年間 888 人 

  お父さんの仕事場見学会 8 月 5 日、

8日、12 日

阿武隈川河口部

堤防復旧事業、 

三陸沿岸道路 4

車線化事業、 

仙台湾南部海岸

復旧事業 

業界 20 人、 

一般 30 人、 

自治体 10 人 

  中学生を対象とした体験型現場見

学会 

11月13日、

28 日 

名取川災害復旧

閖上第 6工区工

事、 

仙台湾南部海岸

復旧事業 

業界 20 人、 

一般 6人、 

自治体 5人 

  全国建設青年の日、清掃活動 7 月 28 日 宮城スタジアム

付近の県道等 

業界 79 人 

福島県 福島明成高校建設現場見学会 6 月 12 日 相馬港、 

霊山道路等 

参加総数 42 人 

  喜多方桐桜高校建設現場見学会 6 月 20 日 阿武隈東道路、 

梁川小学校 

参加総数 36 人 

  学校法人松韻学園福島高校建設現

場見学会 

7 月 1 日 喜多方市新庁舎、

東北中央自動車

道関連 

参加総数 30 人 

  勿来工業高校建設現場見学会 7 月 7 日 国見町新庁舎、 

梁川小学校 

参加総数 38 人 

  平工業高校建設現場見学会 7 月 8 日 東北中央自動車

道関連、 

霊山道路等 

参加総数 42 人 

  相馬農業高校建設現場見学会 7 月 15 日 八木沢トンネル、

霊山道路等 

参加総数 32 人 

  会津農林高校建設現場見学会 7 月 23 日 阿武隈東道路、 

相馬西道路 

参加総数 41 人 

  磐城農業高校建設現場見学会 8 月 1 日 東北中央自動車

道関連、 

大笹生 JCT 等 

参加総数 41 人 

  岩瀬農業高校建設現場見学会 8 月 28 日 小野富岡線吉間

田工区、 

小名浜港東港地

区臨港道路 

参加総数 41 人 

  二本松工業高校建設現場見学会 9 月 16 日 国道 49 号平バイ

パス、 

小名浜港東港地

区臨港道路 

参加総数 38 人 

  郡山女子大学建設現場見学会 9 月 18 日 郡山中央公民館、

国見新庁舎 

参加総数 13 人 

  会津工業高校建設現場見学会 9 月 24 日 郡山中央公民館、

白河市市民文化

会館 

参加総数 39 人 
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協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 

  福島工業高校建設現場見学会 9 月 30 日 国見町新庁舎、 

白河市市民文化

会館 

参加総数 37 人 

  郡山北高校建設現場見学会 10 月 16 日 白河市市民文化

会館、 

郡山中央公民館 

参加総数 42 人 

  福島北工業高校現場実習（郡山支

部） 

7 月 8 日～

10 日 

郡山支部管内企

業 10 社 

参加総数 39 人 

  岩瀬農業高校建設現場実習（郡山

支部・須賀川支部） 

9月10日～

12 日 

郡山支部管内支

部 2社、 

須賀川支部管内

企業 11 社 

参加総数 36 人 

  学校法人松韻学園福島高校建設現

場実習（県北支部） 

7月29日～

31 日 

県北支部管内企

業 2社 

参加総数 6人 

  福島工業高校建設現場実習（県北

支部） 

8 月 6 日～

8日 

県北支部管内企

業 5社 

参加総数 13 人 

  福島明成高校建設現場実習（県北

支部） 

9 月 8 日～

12 日 

県北支部管内企

業 6社 

参加総数 16 人 

  二本松工業高校建設現場実習（二

本松支部） 

9 月 2 日～

4日 

二本松支部管内

企業 14 社 

参加総数 38 人 

  磐城農業高校建設現場実習（いわ

き支部） 

9 月 3 日～

5日 

いわき支部管内

企業 11 社 

参加総数 29 人 

  平工業高校建設現場実習（いわき

支部） 

10 月 15 日

～17 日 

いわき支部管内

企業 9社 

参加総数 27 人 

  勿来工業高校建設現場実習（いわ

き支部） 

10 月 21 日

～23 日 

いわき支部管内

企業 10 社 

参加総数 35 人 

  会津農林高校建設現場実習（若松

支部） 

9月17日～

19 日 

若松支部管内企

業 5社 

参加総数 12 人 

  会津工業高校建設現場実習（若松

支部・宮下支部） 

10 月 15 日

～17 日 

若松支部管内企

業 9社、 

宮下支部管内企

業 1社 

参加総数 37 人 

  喜多方桐桜高校建設現場実習（喜

多方支部） 

10 月 28 日

～30 日 

喜多方支部管内

企業 7社、 

若松支部管内企

業 7社、 

猪苗代支部管内

企業 1社 

参加総数 36 人 

茨城県 中学生体験学習、スタッキングハ

ウス木造倉庫建築体験 

6月11日～

9月 9日 

久慈郡大子町立

生瀬中学校校庭 

業界 11 人、 

中学生 17 人 

  児童養護施設るびんに木製テーブ

ル製作、体験学習 

8 月 21 日 児童養護施設る

びんに 

業界 10 人、 

児童及び教諭 25

人 

  第 2 回建設ふれあい祭り in 境 8 月 23 日 猿島郡境町利根

川河川敷 

業界 20 人、 

参加総数 1,200

人 

  建設フェスタ 2014 11 月 9 日 笠松運動公園 業界 150 人、 

自治体 100 人、 

参加総数 12,500

人 
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協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 

  中学生体験学習、校倉広報木造倉

庫建築体験 

10月1日～

12 月 1 日 

筑西市立下館北

中学校校庭 

業界 15 人、 

中学生 49 人 

  中学生建設体験事業、重機操作体

験・測量体験・ベンチ製作体験 

12 月 3 日 常陸太田市立太

田中学校校庭 

業界 10 人、 

中学生 95 人 

栃木県 利根川水系連合・総合水防演習 5 月 17 日 宇都宮市道場祝

地先 

参加総数 20,000

人 

  合同情報伝達訓練 5 月 29 日 栃木県庁 8階危

機管理センター 

参加総数 50 人 

  栃木県・下野市による総合防災訓

練 

8 月 31 日 下野市国分寺運

動公園 

参加総数約1,300

人 

  暴力追放セミナー 11 月 27 日 栃木県建設産業

会館 3階大会議

室 

参加総数 101 人 

  愛ロードとちぎ（鹿沼支部） 5 月 10 日、

6月 6日、

8月 8日、

10月14日、

12 月 12 日

一般県道鹿沼環

状線（鹿沼東高校

付近～玉田鹿沼

信金前） 

業界延べ 90 人 

  青年の会総合学習支援事業（鹿沼

支部） 

7 月 11 日 鹿沼市立楡木小

学校 

業界 17 人、 

一般 18 人 

  総合学習支援活動（那須支部） 10 月 24 日 栃木県大田原市

田町地区黒羽小

グラウンド 

業界 8人、 

一般 40 人 

  クリーンアップキャンペーン（日

光支部） 

11 月 15 日 国道 120 号馬返

しチェーン脱着

所～市道大谷川 

右岸線日光市七

里までの約 12 キ

ロ 

業界 69 人、 

自治体 41 人 

  CCI 建設ふれあい事業（塩谷支部） 11 月 4日 矢板那須線（矢板

バイパス）、 

矢板市木幡地内 

業界 30 人、 

一般 139 人、 

自治体 10 人 

  山あげ祭 PR パネル除幕式（鳥山支

部） 

7 月 17 日 那須鳥山市中央1

丁目交差点前広

場 

業界 5人、 

一般 6人、 

自治体 3人 

  山あげ祭り応援クリーン作戦（鳥

山支部） 

7 月 22 日 会場周辺の国県

道及び市道 

業界 55 人、 

自治体 55 人 

  青年の会総合学習支援事業（安蘇

支部） 

7 月 15 日 佐野市立栃本小

学校校庭 

参加総数 25 人 

  愛リバーとちぎ（足利支部） 5 月 30 日、

8月 22 日、

10 月 17 日

足利市内 4か所 業界 24 人 

  足利花火大会道路クリーン作戦

（足利支部） 

7 月 31 日 足利市内県道 業界 50 人、 

自治体 20 人 

  足利尊氏公マラソン大会コース清

掃（足利支部） 

10 月 31 日 足利市内県道 業界 70 人、 

自治体 30 人 

群馬県 第 27 回道路クリーン作戦 5 月 30 日 県下一斉（拠点：

富岡） 

業界 1,898 人、 

内自治体約 30 人

  保育園への砂入れ（伊勢崎・前橋

支部） 

10 月 16 日 伊勢崎市内 業界 15 人 
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協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 

  保育園への砂入れ（富岡・高崎・

藤岡・安中支部） 

10 月 27 日 富岡市内 業界 13 人 

  保育園への砂入れ（館林・桐生・

太田支部） 

12 月 10 日 邑楽町内 業界 15 人 

  第51回桐生八木節祭り後清掃ボラ

ンティア（桐生支部） 

8 月 4 日 桐生市内 業界 51 人 

  広域幼稚園・保育園への砂入れボ

ランティア（桐生支部） 

11 月 4 日 桐生市内 業界 12 人 

  まえばし道路フェア 2014（前橋支

部） 

8 月 24 日 前橋敷島公園バ

ラ園駐車場 

業界 50 人 

  第 7 回公園クリーン作戦（前橋支

部） 

10 月 30 日 前橋公園 業界 70 人 

  渋川市総合公園の桜の木の天狗巣

病駆除（渋川支部） 

12 月 7 日 渋川市大野 業界 24 人、 

自治体 1人、 

一般 4人 

  幼稚園への砂入れボランティア

（太田支部） 

11 月 27 日 太田市内 業界 18 人 

埼玉県 春の清掃活動 5 月 24 日 東松山材木町市

ノ川地内（行田松

山線、大谷材木町

線） 

業界 23 人、 

自治体 30 人 

  秩父市立南小学校郊外学習サポー

ト 

10 月 29 日 皆野町皆野秩父

バイパス建設現

場 

業界 5人、 

一般 30 人、 

自治体 5人 

  道路環境美化作業 10 月 30 日 国道 122 号（昭和

橋交差点～小須

加交差点付近） 

業界 23 人 

  第11回ふれあい市野川クリーンア

ップ作戦 

11 月 8 日 吉見百穴前、 

市野川河川敷 

業界 21 人、 

一般 630 人、 

自治体 70 人 

  土木の日イベント「はたらくくる

まの広場」 

11 月 17 日 さいたま県土整

備事務所南駐車

場内 

業界 20 人、 

一般 163 人、 

自治体 20 人 

千葉県 官民合同水防訓練（東葛支部） 6 月 11 日 柳原排水機場敷

地内（市川市） 

参加総数 78 人 

  新鎌ヶ谷駅周辺の道路清掃（東葛

支部） 

10 月 4 日 新鎌ヶ谷駅周辺

の国道 464 号沿

い（鎌ヶ谷市） 

会員 41 社、 

東葛フレンドシ

ップの会 

  君津土木事務所 4市管内水防訓練

（君津支部） 

6 月 30 日 富津市下飯野の

市役所庁舎敷地

内 

参加総数 15 人 

  富津下洲海岸の大規模清掃活動

（君津支部） 

6 月 24 日 富津市「下洲海

岸」 

参加総数 100 人 

  アクアラインマラソン予定コース

の清掃活動（君津支部） 

10 月 9 日 アクアラインマ

ラソンコース（木

更津市内） 

参加総数 100 人 

  いなげの浜清掃活動（千葉支部） 7月 12 日 いなげの花（千葉

市美浜区） 

千葉支部、 

千葉市建設業協

会ほか建設関連5

団体 
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協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 

  千葉土木事務所管内水防訓練（千

葉支部） 

8 月 28 日 県立海浜幕張公

園 Gブロック（千

葉市） 

参加総数 80 人 

  葛南地区合同水防訓練（京葉支部） 9月 5日 浜町野積場 参加総数 60 人 

  ２市・１町の広域で重機なども用

いた大規模清掃活動（館山支部）

7月 15 日 館山市～南房総

市～鋸南町管内

の道路、河川、海

岸 

参加総数 70 人 

  館山夕日桟橋の清掃活動（館山支

部） 

9 月 4 日 館山港多目的観

光桟橋（館山市） 

館山支部青年部

会、 

県魅力ある建設

業推進協議会

（CCI ちば） 

  大多喜バイパス（国道 297 号）ほ

か県道の清掃活動（市原支部） 

7 月 18 日 国道 297 号（大多

喜街道）起点付

近、 

館山道市原 IC 付

近ほか 

参加総数 50 人 

  市原市水防訓練（市原支部） 7 月 6 日 市原市岩崎地先

の「養老川」河川

敷 

参加総数 430 人 

  県道千葉茂原線・鼠坂付近の草刈

り・竹伐採・清掃活動（長生支部）

7月 17 日 県道千葉茂原線

（茂原市～長生

郡長柄町） 

参加総数 70 人 

  一宮川河口のクリーン事業（長生

支部） 

9 月 14 日 一宮川河口周辺

（一宮町） 

参加総数 700 人 

  前原海岸の清掃活動（鴨川支部） 7月 16 日 前原海岸周辺（鴨

川市） 

参加総数 90 人 

  鴨川地区合同水防訓練（鴨川支部） 10 月 8日 東条海岸（鴨川

市） 

鴨川支部、 

鴨川市、 

安房土木事務所

鴨川出張所 

  香取管内合同水防訓練会場周辺の

清掃活動（香取支部） 

6 月 30 日 香取市小見川地

先「黒部川河川

敷」 

参加総数 83 人 

  匝瑳市ゴミゼロ運動に参加（八日

市場支部） 

5 月 25 日 匝瑳市内一円 会員 12社・24人、

市民等 

  海匝地域官民合同水防訓練（八日

市場支部） 

6 月 3 日 山武郡横芝光町

横芝光 IC 出口付

近の「銚子連絡

道」建設予定地 

参加総数 65 人 

  県建設業協会青年部会の建機体験

学習会（八日市場支部） 

9 月 29 日 豊栄小学校（匝瑳

市） 

参加総数 90 人 

  北総支部管内清掃活動（北総支部） 6月 12 日 北総支部管内（成

田市、佐倉市、印

西市等） 

会員 35 社、50 人
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協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 

  夷隅知己の水防訓練訓練会場周辺

の清掃活動（夷隅支部） 

7 月 10 日 文化とスポーツ

の森敷地内（いす

み市深谷） 

夷隅支部、 

夷隅土木事務所、

夷隅地域 4市町

村（勝浦市、いす

み市、大多喜町、

御宿町） 

  銚子地区水防訓練（銚子支部） 7 月 16 日 唐子町公園（銚子

市） 

銚子支部、 

銚子市、 

銚子土木事務所 

  名洗港周辺の清掃・除草活動（銚

子支部） 

10 月 1 日 名洗港周辺の海

岸・道路など（銚

子市） 

銚子土木事務所、

銚子市、 

銚子支部会員 

  旭市内海水浴場と海岸の清掃活動

（旭市建設業災害対策協力会） 

7 月 6 日 旭市椎名内海岸

の「矢指ヶ浦海水

浴場」と「飯岡町

萩園海水浴場」を

中心とする海岸

線 

会員 36 社・約 90

人、 

一般市民 

東京 耐震化相談窓口の設置   東京建設業協会

内 

相談件数 157 件

（11 月末現在）、

会員紹介数 22 社

（11 月末現在） 

  東京都主催「2014 夏・冬耐震キャ

ンペーン」への参加 

8月24日～

26 日、 

9 月 2 日 

新宿西口広場イ

ベントコーナー、

都庁第一本庁舎

レセプションホ

ール 

来場者 100 名、 

相談件数 10 件 

神奈川

県 

かながわ建設ガイダンスセミナー

の開催 

7 月 9 日 神奈川県立青少

年センター 

業界 30 社、 

一般 400 人 

  第 4 回建設フォーラムの開催 8 月 28 日 横浜ベイシェラ

トンホテル 

参加総数 350 人 

  災害対応通報訓練 11 月 18 日 神奈川県建設業

協会内 

参加総数 40 人 

  平成 26 年度川崎市総合防災訓練

（川崎支部） 

8 月 30 日 多摩川緑地内（諏

訪いこいの広場

及び周辺） 

業界 38 人 

  第 37 回かわさき市民祭り（川崎支

部） 

11月1日～

3日 

川崎区富士見公

園一帯 

参加総数585,000

人 

  相模原市総合防災訓練（兼第 35 回

九都県市合同防災訓練）（相模原

支部） 

9 月 1 日 米軍相模原総合

補給廠 

業界 70 人、 

参加総数 10,000

人 

  市民桜まつり（相模原支部） 4 月 5 日～

6日 

相模原市役所周

辺 

業界 60 人、 

参加総数400,000

人 

  相模川クリーン作戦（相模原支部） 6月 1日、

10 月 26 日

（年 2回）

高田橋周辺 業界 90 人 

  津久井観光センターまつり（津久

井支部） 

11 月 16 日 津久井湖水の園

地駐車場 

一般 350 人 
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  古本回収プロジェクト（横須賀支

部） 

5 月 4 日以

後、6回開

催 

横須賀市内各所 業界 15～20 人 

  第 3 回よこすか建設フェスタ（横

須賀支部） 

6 月 1 日 横須賀市長井「ソ

レイユの丘」 

業界 80 人、 

参加総数 10,000

人 

  よこすかＹＹのりものフェスタ

2014（横須賀支部） 

6月14日～

15 日 

横須賀市内、 

三笠公園 

業界 20 人 

  横須賀市土木部との防災訓練（横

須賀支部） 

6 月 19 日 横須賀市内 業界 20 数社 

  横須賀市内の上下水道施設現場調

査（横須賀支部） 

10 月 2 日、

8日（年 2

回） 

横須賀市内上下

水道重要施設 

  

  平成26年度横須賀市総合防災訓練

（横須賀支部） 

10 月 5 日 横須賀市庁舎、 

消防総合訓練セ

ンター 

  

  平成26年度県土整備局震災対策訓

練（横須賀支部） 

11 月 18 日 横須賀市、 

三浦市、逗子市 

及び葉山市 

  

  第 2 回復興支援フォーラム（藤沢

支部） 

1 月 29 日 藤沢市民会館小

ホール 

参加総数 300 人 

  防災井戸お披露目式（藤沢支部） 11 月 19 日 藤沢市建設業会

館駐車場 

業界 30 人 

  茅ヶ崎市との災害協定に係る応急

工作隊説明会（第 1回）（茅ヶ崎

支部） 

7 月 15 日 建設ビル 2階会

議室 

業界 27 社 

  茅ヶ崎市との災害協定に係る応急

工作隊説明会（第 2回）（茅ヶ崎

支部） 

9 月 26 日 建設ビル 2階会

議室 

業界 27 社 

  平成26年度茅ヶ崎市消防防災フェ

スティバル（茅ヶ崎支部） 

10 月 26 日 (株)ＴＯＴＯ茅

ヶ崎工場 

一般 700 人 

  なんでも相談会（平塚支部） 4 月 26 日 緑化まつり会場   

  清掃活動（平塚支部） 7 月 23 日 平塚駅前大通り   

  休日カレンダーの作成と配布（平

塚支部） 

      

  平塚市総合防災訓練（平塚支部） 8月 23 日 平塚市総合公園   

  県土整備局震災対策訓練（平塚支

部） 

11 月 18 日 パトロール担当

か所 

  

  協賛事業（七夕まつり・平塚花火

大会・平塚囲碁まつり・大磯花火

大会）（平塚支部） 

      

  第 33 回小田原箱根産業まつり（小

田原支部） 

9月20日～

21 日 

小田原城址公園

二の丸広場 

  

  「きれいな道づくり」清掃ボラン

ティア（小田原支部） 

7 月 5 日～

10 月 25 日

小田原土木セン

ターが指定する

小田原、元箱根及

び湯河原の 3ま

たは 4コース 

参加総数 43 人（1

回目）、 

39 人（2回目） 
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  ビックレスキュー神奈川（平成 26

年度神奈川県・小田原市合同総合

防災訓練）（小田原支部） 

8 月 31 日 小田原市「酒匂川

スポーツ広場」 

業界 34 人 

  県土整備局震災対策訓練（小田原

支部） 

11 月 18 日 被害想定か所 業界 49 社 

  災害時業務協定締結（足柄支部） 9月 30 日 県・いこいのむら

足柄会議室 

  

  工事安全パトロール（足柄支部） 7月 8日、

9月 9日、

10 月 7 日、

11月12日、

1月 20 日、

2月 

協会会議室工事

現場 

  

  秦野市総合防災訓練（秦野支部） 8月 31 日 協会事務所   

  県管理施設の安全パトロール（伊

勢原支部） 

6 月 25 日 県道 業界 10 人（8社）

  草刈りボランティア（伊勢原支部） 6月 29 日 市道法面 16 か所 業界 89人（32社）

  伊勢原市総合防災訓練（伊勢原支

部） 

8 月 31 日 成瀬小学校 業界 40 人（30

社）、 

一般 400 人、 

自治体 60 人 

  第 47 回伊勢原観光道灌まつり（伊

勢原支部） 

10月4日～

5日 

おまつり広場 業界 66 人（22

社）、 

一般 640 人 

  夏休み親子で見学ツアー（県央支

部） 

8 月 21 日 県道 603 号埋蔵

文化財発掘調査

現場、 

国道 129 号戸田

立体建設 

参加総数 52 人 

  あつぎ鮎まつり協賛事業（県央支

部） 

8 月 2 日～

3日 

厚木市内   

  厚木市少年少女球技大会へのメダ

ル協賛事業（県央支部） 

10 月 19 日 厚木市飯山グラ

ンド・及川球戯場 

  

  はたらくくるま建設重機お菓子つ

かみ取り（県央支部） 

11 月 16 日 綾瀬市文化会館 参加総数 1,050

人 

  建設重機ふれあい試乗会（県央支

部） 

10 月 26 日 愛川町役場特設

会場 

親子 150 組 

  清川村合同防災訓練（県央支部） 8月 31 日 清川村村内全域

（地域ごと） 

  

  県立相模川三公園 春の公園せせ

らぎ祭り（海老名支部） 

4 月 19 日 県立相模三川公

園 

  

  県立相模川三公園 秋の公園せせ

らぎ祭り（海老名支部） 

11 月 15 日 県立相模三川公

園 

  

  えびなクリーン作戦（海老名支部） 6月 15 日 東柏ヶ谷小学校

区 

  

  県央地域不法投棄撲滅キャンペー

ン（海老名支部） 

9 月 14 日 座間市 座架依

橋周辺 

業界 20 人、 

参加総数 1,666

人 
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  県央地域不法投棄防止キャンペー

ン「合同パトロール」（海老名支

部） 

10 月 6 日 海老名市内 4カ

所 

業界 2人 

  台風18号接近に伴う市内巡回パト

ロール（海老名支部） 

10 月 6 日 市内全域 業界 12 人 

山梨県 平成 26 年度建設業合同企業説明

会・セミナー 

7 月 17 日 ベルクラシック

甲府（甲府市） 

業界 55 人、 

一般 170 人 

  小学 1年生建設機械体験学習会 11 月 5 日 白根源小学校（南

アルプス市） 

業界 7人、 

一般 15 人 

  小学 1年生建設機械体験学習会 11 月 13 日 八代小学校（笛吹

市） 

業界 8人、 

一般 79 人 

  園内の設備整備（砂場の入れ替え、

グラウンド整備、付属設備補修等

11 月 15 日 児童養護施設「く

ずはの森」（大月

市） 

業界 20 人 

  山梨県立甲府工業高等学校学園祭

出展 

11 月 22 日 甲府工業高等学

校（甲府市） 

業界 15 人、 

一般 500 人 

  須玉バイパス除草作業（峡北地区

建設業協会） 

6月20日～

30 日 

国道 141 号須玉

バイパス 

業界 163 人 

  高校生向け現場見学会（峡北地区

建設業協会） 

7 月 14 日 山梨県北杜市須

玉町若神子乙坂

地先 

業界 12＋受注者

2人、 

一般 45 人、 

自治体 5人 

  あけぼの医療福祉センター環境奉

仕作業（峡北地区建設業協会） 

10 月 3 日 韮崎市旭町上條

南割地内あけぼ

の医療福祉セン

ター 

業界 12 人 

  釜無川河川伐採奉仕作業（峡北地

区建設業協会） 

11 月 21 日 韮崎市神山町武

田の釜無川河川

敷 

業界 50 人、 

自治体 4人 

  ジャーマンアイリス手入れ（甲府

地区建設業協会） 

7 月 2 日 甲府市荒川河川

敷 

業界 83 人 

  道路清掃（甲府地区建設業協会） 9月 11 日 甲斐市岩森中央

自動車道沿い 

業界 63 人 

  道路清掃（甲府地区建設業協会） 11 月 14 日 南アルプス市桃

園櫛形 7号線 

業界 66 人 

  緊急救命＆ＡＥＤ使用方法啓蒙キ

ャンペーン（甲府地区建設業協会）

8月25日～

9月 9日 

    

  緊急無線機体制の常設（甲府地区

建設業協会） 

   業界 97 人、 

自治体 10 人 

  野球大会（塩山建設業協会） 11 月 24 日 春日居スポーツ

広場、 

春日居小学校 

業界 12 人、 

一般 240 人 

静岡県 稚アユ放流事業（静岡建設業協会） 4月 25 日 一級河川藁科川

（静岡市） 

業界 40 人、 

一般 60 人、 

自治体 20 人 

  河川清掃活動（静岡建設業協会） 6月 11 日 2 級河川「巴川」

堤防のり面（静岡

市） 

業界 90 人（50

社）、 

自治体 5人 
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  高校生現場実習（静岡建設業協会） 8月 6日～

8日、 

8月26日～

29 日 

静岡県立化学技

術高校、 

静岡県立静岡農

業高校 

業界 21 社、 

一般 36 人 

  献血活動（S５１年度より実施）（静

岡建設業協会） 

6 月 9 日、

11 月 7 日 

静岡建設業協会

の駐車場（献血バ

ス） 

業界 130 人 

  「道の日」道路美化活動への参加

（静岡建設業協会） 

8 月 10 日 静岡市役所周辺

の道路 

業界 160 人（48

社）、 

一般 588 人、 

自治体 1,898 人 

  第12回安倍川流木クリーンまつり

（静岡建設業協会） 

11 月 15 日 一級河川安倍川

河川敷内（静岡

市） 

業界 150 人（32

社）、 

参加総数 1,300

人 

  親子現場見学会 狩野川「トンネ

ル放水路」見学会（静岡建設業協

会） 

7 月 19 日 沼津市 業界 6人、 

一般 44 人 

  小さな親切運動」静岡県本部清掃

活動（清水建設業協会） 

5 月 17 日 静岡市清水区興

津川清掃活動 

業界 100 人、 

一般 300 人 

  道路美化運動清掃活動（清水建設

業協会） 

7 月 31 日 静岡市清水市中

央街さつき通り 

業界 80 人 

  高校生現場実習（清水建設業協会） 8月 6日～

8日 

会員企業 5社 業界 5社、 

一般 10 人 

  親子現場見学会（清水建設業協会） 8月 22 日 静岡市・清水港新

興津港建設現場

付近 

業界 10 人、 

一般 22 人 

  高校生現場実習（清水建設業協会） 8月26日～

29 日 

会員企業 5社 業界 5社、 

一般 5人 

  「小さな親切運動」静岡県本部清

掃活動（清水建設業協会） 

9 月 6 日 静岡市清水区三

保海岸清掃活動 

業界 100 人、 

一般 300 人 

  地域あんしん住まい応援隊（清水

建設業協会） 

9 月 12 日 静岡市清水区 業界 15 人 

  「小さな親切運動」静岡県本部清

掃活動（清水建設業協会） 

11 月 15 日 ＪＲ清水駅周辺

清掃活動 

業界 100 人、 

一般 300 人 

  平成26年度道路クリーン作戦主要

幹線道路一斉清掃（下田建設業協

会） 

8 月 26 日 下田市内、賀茂郡

下の主要幹線道

路 135 号・136

号・414 号  

下田松崎線・下田

石廊崎線他 

業界 120 人 

  平成26年度建設業者による下田地

区一斉美化活動（下田建設業協会）

9月 27 日 下田市及び賀茂

郡下の主要幹線

道路 135 号・136

号・414 号  

下田松崎線・下田

石廊崎線他 

業界 120 人 

  「河川愛護月間」奉仕活動（富士

建設業協会） 

7 月 23 日 富士市・富士宮市 業界 67 人 
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  「道路ふれあい月間」奉仕活動（富

士建設業協会） 

8 月 11 日 富士市・富士宮市 業界 66 人 

  道路・河川美化運動（袋井建設業

協会） 

7月24日～

8月 21 日 

袋井建設業協会

管内道路 8地域、

河川 7地域 

業界 328 人 

  親子現場見学会（袋井建設業協会） 8月 22 日 浜松市沿岸城防

潮堤 

業界 15 人、 

一般 38 人 

  高校生現場見学会（袋井建設業協

会） 

8 月 22 日 磐南浄化センタ

ー（施設見学）、

磐田市見付美登

里土地区画整理

事業及び国道 1

号字刈川効果橋

橋脚補強事業（現

場見学） 

業界 20 人、 

一般 18 人 

  献血への協力（袋井建設業協会） 9月 17 日 袋井建設業協会

駐車場 

業界 44 人、 

一般 1人、 

自治体 4人 

  道路愛護・道路環境美化活動（天

竜建設業協会） 

8 月 1 日、

26 日 

浜松市天竜区内

国県道 

業界 60 人 

  親子現場見学会（天竜建設業協会） 8月 6日 浜松市南区中田

島・遠州難海岸防

潮堤ほか 

業界 5人、 

一般 36 人 

  親子現場見学会（三島建設業協会） 8月 23 日 国道 357 号東京

港トンネル 

業界 6人、 

一般 100 人 

  高校生現場実習（三島建設業協会） 11月5日～

6日 

会員企業 10 社 業界 10 社、 

一般 34 人 

  親子現場見学会（沼津建設業協会） 8月 5日 山梨県立リニア

見学センター、 

笛吹川フルーツ

公園 

業界 15 人、 

一般 156 人 

  高校生現場実習（沼津建設業協会） 11月6日～

7日 

会員企業 25 社 業界 25 社、 

一般 66 人 

  献血への協力（沼津建設業協会） 3月 7日 沼津建設業協会

駐車場 

業界 16 人、 

一般・自治体 25

人 

  献血への協力（沼津建設業協会） 7月 22 日 沼津建設業協会

駐車場 

業界 29 人、 

一般・自治体 39

人 

愛知県 高校生出前授業 平成 25 年

12月12日、

平成 26 年 

7 月 16 日、

11 月 27 日

の各 1時間

一宮工業高校、 

半田工業高校、 

一宮工業高校 

業界 3人、 

参加総数 232 人 

 高校生現場見学 平成 25 年

12 月 13 日

徳倉建設㈱介護

老人保養施設千

種棟新築工事、 

㈱伊藤工務店 

戸田 4次公営住

宅建設工事 

業界 2人、 

先生 2人、 

参加総数 39 人 
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  小学校の防災学習で土のうつくり

の体験 

1 月 16 日 名古屋市港区港

楽小学校校庭 

業界 40 人、 

一般（父兄）30

人、 

児童数 240 人、 

自治体（市役所）

10 人 

  高校生現場見学 1 月 17 日 (株)加藤建設 

名二環梅之郷北

高架橋南下部工

事、 

徳倉建設㈱ 介

護老人保健施設

千種棟新築工事 

業界 1人、 

先生 3人、 

参加総数 44 人 

  土木学会 100 周年記念事業「土木

ふれあいフェスタ」での土のうつ

くり体験コーナー 

7月29日～

30 日 

名古屋市中区栄 

オアシス 21 内 

銀河の広場 

業界 20 人、 

土のう参加者350

人、 

来訪者数 700 人

以上 

  災害冊子 備える！！これだけは

知っておきたい「いのち」の守り

方の作成・配布 

5 月 高等学校・市民参

加のイベントの

時会場で参加者

に配布 

配布実績 5,000

部 

  ライフガード TEC2014 に出展 5月22日～

23 日 

名古屋市港区 

ポートメッセ名

古屋 

参加総数 20,000

人 

  愛知県立半田商業高校「土のうつ

くり」事業 

8 月 29 日 愛知県半田市 

愛知県立半田商

業高校 

業界 30 人、 

土のう製作生徒

320 人、 

自治体 2人（愛知

県）、 

参加生徒総数700

人 

  高校生の「土のうつくり」動画の

配信 

9 月 (一社)愛知県建

設業協会ホーム

ページトップ 

  

  高校生現場見学 9 月 9 日 (株)加藤建設 

名二環梅之郷北

高架柱下部工事、

㈱秋吉組 公共

下水道大手小学

校調整池整備工

事 

業界 1人、 

先生 2人、 

参加総数 43 人 

  出前授業 9 月 9 日・

16 日、 

9 月 10 日・

17 日 

愛知県立半田工

業高校建築科材

料構造実習室 

業界 3人、 

参加総数 23 人 

  出前授業 9 月 9 日、

10 日、16

日、17 日 

愛知県立半田工

業高校測量実習

室 

業界 2人、 

参加総数 22 人 

  出前授業 9月19日～

10 月 27 日

一宮工業高校材

料実習室 

業界 6人、 

参加総数 84 人 
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  愛知県立佐屋高校「土のうつくり」

授業 

10 月 15 日 愛知県愛西市 

愛知県立佐屋高

校 

業界 34 人、 

土のう製作生徒

240 人、 

自治体 2人（愛知

県）、 

参加生徒総数620

人 

  高校生現場見学 10 月 22 日 鈴中工業㈱蒲郡

競争場立体駐車

場整備工事、 

鈴中工業㈱知多

浄水場浄水池築

造（その 3）工事

（知多市佐布里

市内） 

業界 2人、 

先生 2人、 

参加総数 43 人 

  名古屋市中区供米田学区地域防災

大会 

10 月 25 日 名古屋市中区 

供米田中学校 

業界 40 人、 

土のう参加者100

人、 

参加総数 500 人 

  出前授業 10 月 28 日

～11 月 18

日 

一宮工業高校材

料実習室 

業界 4人、 

参加総数 44 人 

  高校生現場見学 10 月 29 日 太啓建設㈱豊田

あすけ水の館建

設工事、 

中部建設技術フ

ェア（吹上ホー

ル） 

先生 2人、 

参加総数 41 人 

  就活フェア 10月29日、

30 日 

名古屋市中小企

業振興会館（吹上

ホール） 

業界 24 人、 

来場者 166 人、 

参加総数 190 人 

  高校生現場見学 11 月 6 日 朝日工業㈱155号

東新北道路建設

工事、 

中部土木㈱名四

国道豊田出張所

管内整備工事 

業界 8人、 

先生 4人、 

自治体 6人、 

参加総数 93 人 

  高校生現場見学 11 月 10 日 朝日工業㈱155号

東新北道路建設

工事、 

中部土木㈱名四

国道豊田出張所

管内整備工事 

業界 8人、 

先生 4人、 

自治体 6人、 

参加総数 95 人 

  持続可能な明日を考えるシンポジ

ウム 

11 月 27 日 名古屋市中区 

名古屋市公館 

業界 76 人、 

一般 56 人、 

自治体 19 人 

  ラジオ放送を媒体とした広報活動 平成 25 年

12月7日～

11 月 29 日

名古屋市中区新

栄 ＣＢＣラジ

オ局内 

業界 78 人、 

一般 16 人、 

自治体等 7人 
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三重県 河川愛護月間に伴う員弁川河川清

掃（桑員支部） 

7 月 18 日 桑名市からいな

べ市藤原町まで

の員弁川堤防・河

川敷 

業界 75 人 

  愛宕川・神道川一斉清掃デー（松

阪支部） 

9 月 7 日 松阪市内 業界 10 人 

  氏郷まつり（松阪支部） 11 月 3 日 松阪市内 業界 10 人 

  道路美化ボランティア活動（伊賀

支部） 

9 月 11 日 伊賀市、名張市、

管内一円 

業界 52人（44社）

  平成 26 年度ボランティア活動（四

日市支部） 

9 月 11 日 四日市市羽津・ 

大矢知・中村・ 

広永町・菰野町 

業界 83 人、 

一般 12 人（ＪＲ

より 7名を含

む）、 

自治体 10 人 

  河川・海岸美化ボランティア（会

津支部） 

7 月 19 日 津市白塚地区海

岸（白塚漁港付

近） 

  

  ふれあいの道事業（鈴鹿支部） 6 月 6 日、

9月 8日、

11 月 7 日 

鈴鹿環状線（中央

道路）1.2km 

業界 31 人 

  土のう作成と保管場所の一斉点検

作業（鈴鹿支部） 

6 月 24 日 鈴鹿市防災セン

ター 

業界 70 人、 

自治体 50 人 

  鈴鹿市総合防災訓練に参加（鈴鹿

支部） 

8 月 31 日 三重県消防学校 業界 18 人 

  ふれあいの道清掃奉仕作業（亀山

支部） 

7 月 31 日、

10 月 3 日、

12 月 19 日

亀山支内 業界 33 人 

  第 1 回道路清掃美化ボランティア

活動（一志支部） 

7 月 8 日 国道 165 号及び

県道久居美杉線 

津市久居北口町

～津市久居小戸

木地区 

業界 35 人 

 第 2 回道路清掃美化ボランティア

活動（一志支部） 

10 月 7 日 県道白山小津線  

津市白山町関ノ

宮～津市―志町

波瀬地区 

業界 35 人 

  第 1 回清掃美化ボランティア活動

（志摩支部） 

9 月 27 日 一般国道 167 号

（磯部町恵利原

アメニティ公園

－土橋信号） 

業界 20 人 

  第 2 回清掃美化ボランティア活動

（志摩支部） 

11 月 8 日 一般国道 167 号

（磯部町恵利原

アメニティ公園

－土橋信号） 

業界 20 人 

  井戸小学校5年生児童28名を対象

とした現場見学会（熊野支部） 

10 月 28 日 熊野市意井戸町

瀬戸 

業界 10 人、 

一般 31 人、 

自治体 10 人 

  五十鈴川河川清掃奉仕活動（伊勢

支部） 

平成 25 年

12 月 6 日 

伊勢市宇治地区

五十鈴河川敷駐

車場一帯 

業界 80 人、 

一般 10 人、 

自治体 60 人 
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  勢田川七夕大そうじ（伊勢支部） 7月 6日 伊勢市内の勢田

川沿岸 

会員企業 8社、 

参加総数 2,500

人 

  おわせ港まつり開催における尾鷲

港岸壁清掃奉仕（尾鷲支部） 

7 月 25 日 尾鷲港岸壁付近

一帯 

参加総数 120 人 

  呼崎海岸清掃作業（尾鷲支部） 6 月 25 日 北牟婁郡紀伊長

島呼崎海岸清掃

作業（赤羽川～名

倉方面） 

業界 30 人 

  県道清掃奉仕（尾鷲支部） 7 月 18 日 北牟婁郡海山区

内 

業界 27 人 

  きほく七夕物語（尾鷲支部） 7 月 5 日・6

日 

海山区便ノ山 

銚子川付近 

業界 5日（12人）、

6日（5人） 

石川県 金沢市立三馬小学校「三馬小フェ

スタ」に建設ブースを出店 

11 月 9 日 金沢市 業界 10 人、 

児童生徒 400 人 

  保育園児とのふれあい活動（加賀

建設業協会） 

6 月 2 日 加賀市熊坂町（大

同工業駐車場） 

たちばな乳幼児

保育園 

業界 30 人、 

園児 140 人、 

保育士 9人 

  夏休み親子ふれあい木工教室（加

賀建設業協会） 

8 月 23 日 小松市那谷町、 

かが森林組合那

谷工場 

業界 19 人、 

児童 60 人、 

保護者 60 人 

  標高差2702mのクリーン大作戦（白

山・石川建設業協会） 

7月22日～

8月 13 日 

小舞子海岸、 

管内道路 21 路線

99 ㎞、 

白山（2702ｍ） 

業界 526 人、 

一般 5人、 

自治体 57 人 

  公共土木施設等マネジメント協定

（石川土木総合事務所と締結） 

白山市道維持管理協定（白山市と

締結）に基づく道路パトロール（白

山・石川建設業協会） 

8 月 27 日 白山市道・県道 業界 30 人 

  献血活動（羽昨郡市建設業協会） 2月 26 日 羽昨市内 参加人数 47 人 

  建設機械試乗会（羽昨郡市建設業

協会） 

10月19日、

11 月 11 日

羽昨市内 参加人数 174 人 

  道路ふれあい月間に伴う道路クリ

ーン作戦（河北都市土建協同組合）

8月 6日 かほく市、津幡

町、内灘町の県道

9路線、 

津幡町の町道 1

路線 

業界 30 人、 

自治体 44 人 

  七尾市制合併10周年記念桜植樹式

典（七尾鹿島建設業協会） 

10 月 16 日 和倉インターチ

ェンジ周辺 

業界 25 人 

  七尾城山クリーン大作戦（七尾鹿

島建設業協会） 

9 月 12 日 七尾市古城町地

内（七尾城址周

辺） 

業界 30 人、 

一般 10 人、 

自治体 10 人 

  献血活動（珠洲建設協会） 7 月 30 日 一般社団法人珠

洲建設協会 

業界 75 人、 

一般 25 人 
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福井県 県道鯖江･美山線 足羽川左岸清掃

活動 

鷹巣・鮎川海水浴場清掃活動 

九頭竜川河川敷清掃活動（森田花

火大会会場） 

足羽川河川敷清掃活動（フェニッ

クス花火大会会場） 

九頭竜川河川敷清掃活動（永平寺

大燈籠ながし会場） 

（福井地区建設業会） 

7 月～8月 足羽川河川敷 

九頭竜川河川敷 

鷹巣海水浴場 

業界 318 人 

  道守活動（坂井郡建設業協会） 7 月 18 日 坂井地域旧６町

内県道沿い 

業界 100 人、 

自治体約 20 人、

参加総数 120 人 

  越前夏まつり 2014（丹南建設開発

機構越前支部） 

7 月 19 日 越前町厨・道口 

漁港広場 

業界 30 人、 

一般 49,800 人、

自治体 170 人 

  道路・河川等清掃奉仕活動（若狭

地区建設業会） 

11 月 18 日 福井県三方上中

郡若狭町三宅～

熊川約 5.5 ㎞ 

道の駅『熊川宿』

緑地帯 約 150

㎡ 

業界 50 人 

滋賀県 交通遺児及びその家族に対し寄付 10 月 27 日 滋賀県大津市 業界 81 人 

  道路清掃活動 4 月 23 日 滋賀県建設会館

から近江大橋ま

でと浜大津まで

(県道 18 号の歩

道 2.7km） 

業界 25 人 

  道路清掃活動 9 月 18 日 滋賀県建設会館

から近江大橋ま

でと浜大津まで

(県道 18 号の歩

道 2.7km） 

業界 30 人 

  大津市夏期火災・防災訓練（大津

支部） 

7 月 19 日 大津市国分一丁

目  

国分聖徳太子堂

周辺一帯 

大津支部より 6

人 

  大津市学区対抗ビーチバレーボー

ル大会（大津支部） 

7 月 20 日 大津湖岸なぎさ

公園サンシャイ

ンビーチ 

参加人数 300 人 

  平成 26 年度滋賀県総合防災訓練

（大津支部） 

9 月 21 日 皇子山総合運動

公園 

大津支部より 5

名、 

参加人数 4,500

人 

  平成26年度葛川学区土砂災害対応

総合防災訓練（大津支部） 

9 月 28 日 葛川坊村 葛川

市民センター及

び葛川学区全域 

土木施工管理技

士会大津支部江

頭支部長の出席、

大津市北消防署 
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  （大津市）琵琶湖を美しくする運

動一斉清掃（大津支部） 

6 月 29 日 大津市内全域(琵

琶湖、湖岸、河川、

道路、公園等の公

共的な場所) 

参加総数 68,502

人 

  道路上ゴミ拾い活動（甲賀支部） 10 月 20 日 滋賀県甲賀市水

口町水口 

業界 17 人 

  街美化活動（甲賀支部） 10 月 20 日 滋賀県甲賀市水

口町北内貴 

業界 30 人 

  災害予防合同訓練」を「水防」を

テーマに実施（湖南支部） 

8 月 21 日 滋賀県南部土木

事務所、 

(一社)滋賀県建

設業協会湖南支

部、 

管内 4市におけ

る被害想定現場 

業界 41 人 

  滋賀県湖南広域消防局との消防活

動支援に係る合同訓練（湖南支部）

10 月 24 日 たち建設㈱丸塚

工場 

業界 26 人、 

自治体 20 人 

  平成 26 年度「びわ湖の日」環境美

化活動（彦根支部） 

6 月 22 日 彦根市犬上川両

岸 

業界 30 人、 

参加総数 2,500

人 

  平成 26 年度彦根市防災訓練実施

（彦根支部） 

8 月 23 日 彦根市立彦根中

学校 

彦根市立河瀬小

学校 

業界 23 人、 

参加総数 1,100

人 

  平成26年度多賀町防災訓練活動実

施（彦根支部） 

9 月 28 日 多賀町水谷 芹

川地域消防セン

ター駐車場 

業界 12 人、 

参加総数 160 人 

  びわ湖岸清掃（長浜支部） 10 月 8 日 びわ湖岸（長浜市

田村町～高橋町） 

業界 54 人 

  ＣＳＲ活動清掃活動「美知メセナ」

（伊香支部） 

8 月 19 日 長浜市木之本町

飯の浦 

業界 20 人 

  教育施設に係るグラウンド整備事

業（高島支部） 

8 月下旬 高島市、今津町及

びマキノ町 

業界 25 人、 

一般 30 人、 

自治体 4人 

京都府 親子でまなぶ京都の建設・土木 10 月 25 日 城陽ジャンクシ

ョン・インターチ

ェンジ建設現場

他 

業界 6人、 

一般 164 人、 

自治体 8人 

  京都市立伏見工業高等学校生徒建

設現場見学会 

京都府立宮津高等学校生徒建設現

場見学会 

10 月 21 日

11 月 9 日 

天ケ瀬ダム再開

発現場（水路トン

ネル新設） 

特養老人ホーム

綾部はなみずき

南館建築現場 

学校関係 65 人、

協会関係 10 人、

現場関係 20 人、

メディア関係 13

人 

兵庫県 第 8回建設ふれあいまつり 7 月 26 日 建設協会会館及

び隣接広場 

業界 60 人・ 

一般 500 人 

  平成 26 年度全県一斉奉仕作業 6月3日～9

月 16 日 

県内各地 業界 1,608 人 
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協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 

  夢但馬2014土木ツアー 土木の不

思議発見！ 

8 月 17 日

（台風の

為、8日延

期） 

朝来市：播但道路

虎臥橋・円山川橋 

香美町：ＪＲ山陰

本線余部鉄橋他 

業界 9人、 

一般（小学生）29

人、 

参加総数 67 人 

  第39回にしのみや市民祭り ブー

ス出展 

10 月 25 日 西宮市役所周辺 業界 20 人、 

一般 2,000 人 

  高所作業車から満開のコスモスを

見よう！！ 

11 月 8 日 尼崎武庫川河川

敷「髭の渡しコス

モス園」 

業界 17 人・ 

一般 6,000 人 

  地域安全まちづくり活動の推進 通年 県下各地域 本部・支部会員

560 社、 

登録台数 1,135

台 

奈良県 県内高校生の土木課の生徒に実技

指導 

9 月 1 日～

11 月 30 日

（週 1回）

奈良県内 業界 3人、 

一般 10 人 

鳥取県 河川清掃（日野建設業協会） 8 月 1 日 日野管内の日野

川流域（支川含

む） 

業界 200 人 

  お盆前の協会自主的ボランティア

活動（東部建設業協会） 

7 月 18 日 鳥取市南隈交差

点付近 

業界 20 人 

  鳥取河川国道事務所管内ボランテ

ィア・ロード一斉清掃（東部建設

業協会） 

10 月 17 日 鳥取市南隈交差

点付近 

業界 17 人 

  道路の美化清掃活動ボランティ

ア・ロードコスモス（中部建設業

協会） 

6 月 12 日 琴浦町「道の駅ポ

ート赤碕」、 

北栄町「道の駅大

栄」 

業界 42 人 

  道路の美化清掃活動ボランティ

ア・ロードコスモス（中部建設業

協会） 

9 月 17 日 琴浦町「道の駅ポ

ート赤碕」、 

北栄町「道の駅大

栄」 

業界 42 人 

  天神川流域の魚類の維持増殖に向

けた放流活動（中部建設業協会）

2月 28 日 一級河川天神川

流域の河川数カ

所 

業界 4人、 

漁協 9人、 

自治体 6人 

  天神川流域の魚類の維持増殖に向

けた放流活動（中部建設業協会）

3月 16 日 一級河川天神川

流域の河川数カ

所 

業界 7人、 

漁協 5人、 

自治体 106 人 

  天神川流域の魚類の維持増殖に向

けた放流活動（中部建設業協会）

4月 18 日、

5月 1日 

一級河川天神川

流域の河川数カ

所 

業界 18 人、 

漁協 16 人、 

自治体 12 人 

  鮎の稚魚放流（中部建設業協会） 6月 29 日 一級河川天神川

流域の河川数カ

所 

業界 6人、 

一般 9人、 

自治体 6人 

  地域住民の「魚とのふれあい」活

動（中部建設業協会） 

8 月 24 日 倉吉市内の天神

川竹田橋下付近 

業界・漁協 14 人、

一般 120 人 

  平成 26 年度ボランティア活動（八

頭建設業協会） 

6 月 12 日 ①八頭郡船岡地

区 

②鳥取市河原町

片山地区地内 

業界 39 人、 

自治体 2人 
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協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 

島根県 第15回ふるさとまるごとクリーン

アップ作戦 

8 月 7 日 

他 9 日 

松江：袖師・嫁島

地下道、夕日スポ

ット護岸周辺道

路 

安来：安来港及び

周辺道路（国道及

び県道） 

雲南：稗原木次線 

仁多：三成運動公

園 

出雲：県道出雲空

港線・県道出雲空

港宍道線 

大田：大田市海岸 

邑智：川本町民球

場 

浜田：しまね海洋

館アクセス周辺

海岸・国道 9号線 

益田：国道 9号

線、国道 191 号

（益田市内） 

隠岐：隠岐の島町

市街地周辺 

業界 180 人、 

自治体 60 人 

  出雲農林高等学校現場見学会 9 月 17 日 山陰道（多岐・朝

山道路）、 

日本庭園（由志

園） 

生徒 22 人、 

教師 2人、 

協会 2人 

  松江農林高等学校現場見学会 10 月 28 日 山陰道（朝山・大

田道路）、 

日本庭園（由志

園） 

生徒 40 人、 

教師 2人、 

協会 2人 

  出雲工業高等学校現場見学会 10 月 29 日 県営住宅有原団

地、 

大田高校新校舎 

生徒 39 人、 

教師 2人、 

協会 2人 

  江津工業高等学校現場見学会 11 月 6 日 雲南市役所新庁

舎建築現場、 

大田高校新校舎 

生徒 32 人、 

教師 3人、 

協会 2人 

  松江工業高等学校現場見学会 11 月 13 日 山陰道（出雲・湖

陵道路）、 

島根県建設業会

館 

生徒 38 人、 

教師 3人、 

協会 1人 

  益田翔陽高等学校現場見学会 11 月 19 日 山陰道（浜田・三

隅道路） 

生徒 10 人、 

教師 2人、 

協会 2人 

  平成26年度ふるさとまるごとクリ

ーンアップ作戦（松江地区建設業

協会） 

10 月 8 日 国道 9号袖師～

宍道湖ボウル間

清掃活動 

島根県 松江県

土整備事務所と

の共同作業 

業界 28 人、 

西保証 2人、 

自治体 55 人 
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  8 月 10 日「道の日」道路愛護・美

化運動（雲南建設業協会） 

8 月 6 日 一般県道稗原木

次線（Ｒ54 号と

の交点～木次町

新市） 

業界 22 人、 

一般 3人、 

自治体 15 人 

  農林高校生との現場見学会・意見

交換会（出雲地区建設業協会） 

10 月 29 日 ・多伎朝山道路小

田地区改良第 5

工事 

・出雲工業高校整

備事業 

・出雲建設会館 

業界 22 人、 

一般 35 人、 

自治体 2人 

  平成 26 年度斐伊川総合水防訓練・

島根県総合防災訓練（出雲地区建

設業協会） 

5 月 24 日 斐伊川河川敷（出

雲市武志町地先） 

業界 30 人 

  「海岸愛護月間」における海岸清

掃活動（益田建設業協会） 

8 月 23 日 益田港海岸 業界 25 人、 

一般 6人、 

自治体 109 人 

  清流高津川一斉清掃活動（益田建

設業協会） 

10 月 5 日 益田市高津町（高

津川飯田河川敷

周辺） 

業界 27 人、 

一般 163 人、 

自治体 10 人 

岡山県 社会貢献活動（草取り） 4 月 22 日 倉敷みらい公園

内芝生広場 

業界 42社（78人）

香川県 工作教室 7 月中旬 明石建設㈱ 参加人数 5人程

度 

  河川清掃 9 月 17 日 ㈱木村建設 参加人数 5人 

  仮設材提供 ｶﾏﾀﾏｰﾚの 

ﾎｰﾑｹﾞｰﾑ 

開催時 

㈱香西工務店 参加人数 2人 

  「ＧＯＤＡの森」植樹活動 4 月、11 月 ㈱合田工務店 参加人数多数 

  献血活動 5 月、11 月  参加人数各 80 人

  車いす基金 8 月  参加人数多数 

  道路清掃 9 月 26 日 ㈱雑賀工務店 参加人数 6人 

  道路清掃等 6 月 12 日 サン建設工業㈱ 参加人数 26 人 

  道路清掃 7 月 ㈱菅組 参加人数 5人前

後 

  献血運動 8 月  参加人数 30 人程

度 

  仁尾八朔人形祭り 9 月  参加人数 5人 

  社会貢献の森（体験作業） 3 月頃  参加人数 15～20

人 

  清掃活動 9 月頃  参加人数 25 人程

度 

  献血活動 7 月 24 日 ㈱高岸工務店 参加人数 80 人 

  学校ボランティア 8 月 9 日 ㈱谷口工務店 参加人数 8人 

  エコキャップ収集 年中     

  公園清掃 4 月 28 日 富士建設㈱ 参加人数 35 人 

  映画上映 9 月   参加人数 450 人 

  献血活動 6 月 26 日   参加人数 15 人 

  河川清掃（建築部会） 6 月 28 日 香東川河畔公園

周辺（高松市鶴市

町） 

参加人数 150 人 
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  道路清掃（建築部会） 8 月 1 日～

8月 20 日 

部会員(52 社)各

社の事務所所在

地の左右 500m の

間の道路 

参加人数 300 人 

  献血運動（高松支部） 6 月 5、6日 香川県土木建設

会館 

参加人数 100 人 

  道路清掃（高松支部） 8 月 12 日 国道 193 号線 参加人数 100 人 

  水路清掃（高松支部） 5 月 18 日、

25 日 

㈱北村組 参加人数 2人、3

人 

  災害支援準備（高松支部） 6 月 18 日、

19 日 

  参加人数 3人 

  駅清掃（高松支部） 4 月 26 日 小橋工業㈱ 参加人数 50 人 

  環境美化運動（高松支部） 6 月 1 日   参加人数 3人 

  海岸清掃（高松支部） 7 月 6 日   参加人数 3人 

  道路清掃（高松支部） 8月10日ま

で 

  参加人数 30 人 

  火災予防（高松支部） 11 月下旬 1

週間 

  参加人数 30 人 

  清掃活動（高松支部） 11 月初旬 大通土建㈱ 参加人数 4人 

  イベント協力（高松支部） 4 月 28 日、

29 日 

㈱多丸組 参加人数 3人 

  イベント協力（高松支部） 7 月 13 日、

14 日 

  参加人数 2人 

  海岸清掃（高松支部） 6 月 28 日 ㈱原野組 参加人数 7人 

  道路清掃（中讃支部） 6 月 10 日、

8月 5日 

中讃土木管内の

香川県が管理す

る道路 

参加人数 200 人 

  献血運動（中讃支部） 7 月 14 日 中讃建設業協同

組合会館 

参加人数 100 人 

  献血運動（西讃支部） 6 月 28 日 香川県建設業協

会西讃支部会館 

参加人数 80 人 

  道路清掃（西讃支部） 8 月 8 日 三豊市内の県

道・市道（約 4路

線） 

参加人数 80 人 

  植林活動（西讃支部） 11 月 9 日 ㈱石井 参加人数 8人 

  ＰＲ活動（西讃支部） 10 月   参加人数 8人 

  城東幼稚園夏祭り（西讃支部） 7 月 ㈱岩崎建設 参加人数 6人 

  河川清掃（西讃支部） 8 月 11 日 ㈱協和土建 参加人数各 10 人

程度 

  河川清掃（西讃支部） 11 月上旬   参加人数 1人 

  清掃活動（西讃支部） 5 月 28 日 四国土建㈱ 参加人数 12 人 

  清掃活動（西讃支部） 6 月、9月 ㈱清田建設 参加人数 9人 

  地域協力（西讃支部） 5 月 17 日 ㈱中茂工務店 参加人数 2人 

  地域協力（西讃支部） 秋   参加人数 2人 

  地域協力（西讃支部） 7 月   参加人数 2人 

  道路清掃（西讃支部） 8 月 ㈱福本組 参加人数 4人 

  清掃活動（西讃支部） 11 月   参加人数 2人 

  清掃活動（西讃支部） 11 月   参加人数 2人 

  清掃活動（西讃支部） 3 月   参加人数 2人 

  河川清掃（西讃支部） 10 月 18 日 横田建設㈱ 参加人数各 10 人



 －64－

協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 

  道路清掃（西讃支部） 毎月月末 ㈱安藤工業 参加人数 20 人 

  詫間町港祭り協力（西讃支部） 8 月初旬 ㈱神詫組 参加人数 1人 

  詫間町文化祭協力（西讃支部） 11 月中旬   参加人数 1人 

  交通安全活動（西讃支部） 年間（8回

程度） 

  参加人数各 1人 

  海岸清掃（西讃支部） 毎月第 1日

曜日 

㈱曽根土木建設 参加人数各 1人 

  海岸清掃（長尾支部） 6 月 13 日 東かがわ市の 3

海岸、 

さぬき市の 2海

岸 

参加人数 70 人 

  熱中症予防対策パトロール（長尾

支部） 

7 月 28 日   参加人数 9名 

  献血運動（長尾支部） 6 月 3 日、

20 日、 

7 月 25 日 

引田公民館、 

白鳥保健センタ

ー、 

大内庁舎、 

さぬき市役所、 

三木町福祉セン

ター 

参加人数 50 人 

  道路清掃（長尾支部） 8 月 11 日 主要地方道高松

長尾大内線（旧バ

イパス）三木～大

内（約 30 ㎞） 

参加人数 60 人 

  清掃活動（長尾支部） 5 月 2 日、

6月 7日、

7月、10 月

阿部建設㈱ 参加人数各 5人 

  海岸清掃（長尾支部） 7 月 21 日 大字建設㈱ 参加人数 10 人 

  海岸清掃（長尾支部） 6 月 15 日 ㈲開発工務店 参加人数 1人 

  除草活動（長尾支部） 8 月   参加人数 3人 

  河川清掃（長尾支部） 4 月、5月、

6月、7月、

9月、11 月

  参加人数 1人 

  清掃活動（長尾支部） 8 月 笠井建設㈱ 参加人数 2人 

  道路清掃（長尾支部） 7 月 25 日 ㈱白富士土建 参加人数 8人 

  海岸清掃（長尾支部） 9 月 10 日   参加人数 8人 

  道路清掃（長尾支部） 年 2回 ㈱谷井建設 参加人数 10 人 

  違反広告物除去（長尾支部） 年 4回   参加人数 4人 

  社会貢献（長尾支部） 随時     

  水路清掃（長尾支部） 4 月下旬（5

日間程度）

筒井工業㈱ 参加人数各 6～7

人 

  災害時支援（長尾支部） 必要に応

じて 

  必要な人数 

  道路清掃（長尾支部） 8 月 8 日 ㈱富田組 参加人数 10 人 

  道路清掃（長尾支部） 8 月 2 日 ㈱真部組 参加人数 18 人 

  道路清掃・危険箇所点検（小豆支

部） 

8 月 8 日 小豆支部会員各

社の割当パトロ

ール区域 

参加総数 110 人 

  合同パトロール（小豆支部） 7 月 6 日 ㈲河内工務店 参加人数 5人 

  海上パトロール（小豆支部） 8 月 15 日     
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  道路清掃（小豆支部） 毎月末 1回 ㈱木村 参加人数 1人 

  夏祭り協力（小豆支部） 7 月 15 日   参加人数 2人 

  道路清掃（小豆支部） 8 月   参加人数 10 人 

  ひしお祭り協力（小豆支部） 4 月 29 日   参加人数 3人 

  河川清掃（小豆支部） 6 月 ㈲大和建設 参加人数 8人 

  海岸清掃（小豆支部） 7 月   参加人数 6人 

  清掃活動（小豆支部） 9 月   参加人数 6人 

  清掃活動（小豆支部） 8 月 10 日、

11 日 

㈱土庄土建 参加人数 3～5人

  河川清掃（小豆支部） 6 月 6 日、

7日、8日 

㈱西崎組 参加人数 7人 

  伊喜末八幡神社参道整備（小豆支

部） 

10 月 10 日 三宅建設㈱ 参加人数 3人 

  道路清掃（小豆支部） 随時   参加人数 30 人 

  自治会道作り（小豆支部） 10 月   参加人数 3人 

徳島県 藤田紘一郎後援会『きれい社会の

落とし穴』 

平成 25 年

12 月 3 日 

徳島県建設セン

ター 

業界 30 人、 

一般 200 人、 

自治体 10 人 

  平成25年度 徳島県図上訓練 南

海トラフの巨大地震 

1 月 17 日 県下 8支部 業界 100 人、 

自治体 200 人 

  平成26年度 徳島県総合防災訓練 9月 1日 徳島小松島港マ

リンピア沖洲埠

頭 

業界 50 人、 

一般 500 人、 

自治体 400 人 

  四国遍路みち清掃活動 9 月 19 日 徳島県内札所 23

ヶ寺及び隣県札

所への遍路みち 

業界 604 人 

  木場克己氏講習会 8 月 11 日 山川バンブーパ

ーク 

業界 10 人、 

一般 110 人、 

自治体 2人 

  木場克己氏講習会 8 月 12 日 三好市三野体育

館 

業界 5人、 

一般 80 人 

  吉野川フェスティバル 2014 7 月 26 日、

27 日 

吉野川河川敷グ

ランド、 

徳島市吉野川グ

ランド 

業界 50 人、 

一般 5000 人、 

自治体 500 人 

  とくしま防災フェスタ 2014 11 月 2 日 徳島県立防災セ

ンター 

業界 50 人、 

一般 1000 人、 

自治体 300 人 

  木場克己氏、大儀見浩介氏講演会

『メンタル・体幹トレーニング』

12 月 19 日 徳島県建設セン

ター 

業界 40 人、 

一般 250 人、 

自治体 10 人 

高知県 防犯パトロール （毎月） 高知市中心街 業界 60 人、 

一般 30 人 

  県民一斉清掃活動 2 月 2 日 高知市 業界 58 人、 

参加総数多数 

  防災フェスタ 11 月 23 日 高知市中央公園 業界 100 人、 

一般 40 人、 

自治体 30 人、 

参加総数多数 
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  高知県総合防災訓練 6 月 1 日   業界 10 人、 

参加総数多数 

  高知農業高校インターンシップ 平成 25 年

12 月 18 日

～19 日 

南国市、高知市周

辺 

生徒 21 人 

  高知工業高校インターンシップ 8月25日～

29 日 

高知市近郊 生徒 7人 

  安芸桜ヶ丘高校インターンシップ 11 月 18 日

～19 日 

安芸市近郊 生徒 9人 

  宿毛工業高校インターンシップ 11 月 27 日

～28 日 

幡多地区 生徒 10 人 

  宿毛工業高校現場見学会 平成 25 年

12 月 16 日

四国地方整備局

中村河川国道事

務所関係工事現

場（高知県幡多地

区） 

生徒 21 人 

  高知農業高校現場見学会 平成 25 年

12 月 17 日

四国地方整備局

土佐国道事務所、

高知河川国道事

務所及び高知県

関係工事現場（高

知県香南市近郊） 

生徒 24 人 

  高知農業高校現場見学会 11 月 26 日 四国地方整備局

土佐国道事務所、

高知河川国道事

務所及び高知県

関係工事現場（高

知市近郊） 

生徒 15 人 

  高知工業高校現場見学会 平成 25 年

12 月 18 日

四国地方整備局

中村河川事務所

及び高知河川国

道事務所関係工

事現場（高知市及

び黒潮町） 

生徒 41 人 

  高知工業高校現場見学会 11 月 28 日 四国地方整備局

中村河川国道事

務所及び高知河

川国道事務所関

係工事現場（高知

市近郊） 

生徒 40 人 

  高知高等専門高校現場見学会 平成 25 年

12 月 19 日

四国地方整備局

高知港湾・空港整

備事務所及び高

知県関係工事現

場（高知市及び黒

潮町） 

生徒 42 人 

  夜間パトロール（室戸支部） 平成 25 年

12 月 25 日

羽根地区、 

吉良川地区、 

室戸・岬地区、 

佐喜浜地区 

業界 8人 
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  「土木の日」清掃活動（安芸支部） 11 月 18 日 安芸市土居、 

安芸郡安田町 

業界 35 人 

  県民一斉清掃活動（高吾北支部） 2月 23 日 高吾北支部管轄

地域 

業界 33 人、 

参加総数多数 

  「土木の日」道路清掃（高吾北支

部） 

11 月 18 日 佐川町、 

越知町、 

仁淀川町 

業界 81 人、 

自治体 41 人 

  四万十川一斉清掃（中村支部） 4 月 6 日 中村地域（10 か

所）、 

西土佐地域（3か

所） 

参加総数多数 

  四万十市街地周辺一斉清掃（中村

支部） 

2 月 2 日 四万十市古津賀

周辺 

業界 39 社、39 人

  しまんと市民祭（中村支部） 7 月 26 日 四万十市内中心

部を巡回パトロ

ール 

業界 24 人 

  一條大祭（中村支部） 11 月 22 日 四万十市内中心

部 

業界 23 人 

  須崎まつり（高陵支部） 8 月 30 日 須崎市富士ヶ浜 参加総数延べ300

人 

  県民一斉清掃活動（高陵支部） 2 月 2 日 高知支部管轄地

域 

業界 12 人、 

参加総数多数 

  土木の日（高幡支部） 11 月 18 日 旧大正町管内の

国道 381 号 

業界 70 人、 

一般 3人、 

自治体 23 人 

  県民一斉清掃活動（南国支部） 2 月 2 日 伊野支部管轄地

域 

業界 18 人、 

参加総数多数 

  平成26年度高知県総合防災訓練及

び防災フェスティバル（南国支部）

6月 1日 南国市物部川右

岸 

業界 5人 

  「土木の日」ロードボランティア

（南国支部） 

11 月 18 日 香南市吉川海岸 業界 33 人、 

自治体 23 人 

  香南市吉川海岸堤防清掃（南国支

部） 

9 月 18 日 香南市古川海岸 業界 2人 

  県民一斉清掃活動（高知支部） 2 月 2 日 高知支部管轄地

域 

業界 53 人、 

参加総数多数 

  防犯パトロール（高知支部） 5 月・7月・

11 月を除

く毎月 

市内各所 業界 109 人、 

一般 1人、 

自治体 8人 

  「土木の日」道路清掃（高知支部） 11 月 15 日 市内各所 業界 72 人 

  海岸一斉清掃（高知支部） 7 月 6 日 市内各所 業界 4人  

  浦戸湾・七河川一斉清掃（高知支

部） 

7 月 6 日 市内各所 業界 83 人 

  土佐清水市クリーン作戦（土佐清

水支部） 

10 月 22 日 土佐清水市全域 業界 35 人、 

参加総数多数 

  ヤイト川花火大会防犯パトロール

（宿毛支部） 

7 月 26 日 花火大会会場と

周辺 

業界 20 人 

  市民祭すくも祭り防犯パトロール

（宿毛支部） 

11 月 1 日 祭り会場と周辺 業界 18 人 

  県民一斉清掃活動（伊野支部） 2 月 2 日～

16 日 

伊野支部管轄地

域 

業界 11 人、 

参加総数多数 



 －68－

協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 

  「土木の日」道路清掃（伊野支部） 11 月 18 日 吾北・本川、伊野、

日高、土佐の 4地

区で県道 8路線、

国道 4路線 

業界 58 人、 

自治体 44 人 

  年末防犯パトロール（伊野支部） 平成 25 年

12 月 17 日

吾北・本川・伊野

地区 

業界 18 人 

  地域防犯活動（伊野支部） 4 月から毎

月第 3木曜

日（8月を

除く） 

会員会社近隣の

小学校前など 

業界毎月 8社 8

人、 

参加総数年間 88

人 

福岡県 献血活動 11月18日、

27 日、 

28 日（常設

献血ルー

ムは11月1

日～12 月

末まで、随

時実施） 

福岡市中央区天

神福岡信用金庫

本店前 

久留米市新合川

ゆめタウン久留

米店 

業界 225 人、 

一般 140 人、 

参加総数 365 人 

  勤マルの日の活動（清掃活動） 11 月 1 日 福岡市中央区天

神地区一帯 

業界 186 人、 

一般 151 人 

佐賀県 幼稚園及び保育園の「砂場クリー

ン作戦」 

10 月 25 日 県内 11 カ所 業界 78 人、 

一般 401 人 

  芝生の広場造り（建設業協会佐賀） 5月 31 日 鍋島幼稚園 業界 49 人、 

一般 27 人 

  献血の協力（建設業協会佐賀） 9 月 22 日 （一社）建設業協

会佐賀 

業界 83 人、 

一般 9人 

  バザーの協力（建設業協会佐賀） 11 月 16 日 656（むつごろう）

広場（佐賀市呉服

町） 

業界 16 人 

  カーブミラー磨き及びメンテナン

ス（神埼建設業協会） 

5 月 2 日、

9月 22 日 

神埼郡吉野ヶ里

町内、 

神埼市北部地域 

業界 35 人、 

業界 40 人 

  カーブミラー清掃活動（鳥栖建設

業協会） 

5 月 17 日 鳥栖市内 業界 13 人 

  第 8 回津の里子どもまつり（小城

建設業協会） 

2 月 23 日 牛津保険福祉セ

ンター「アイル」 

業界 26 人、 

一般 227 人 

  砂場クリーン作戦（小城建設業協

会） 

10 月 25 日 多久市北多久町

杉の子保育園 

業界 16 人、 

一般 22 人 

  こども建設新聞発行（小城建設業

協会） 

11 月 18 日 小城・多久市の小

中学校 

  

  土木の日記念事業 植樹活動（伊

万里建設業協会） 

11 月 18 日 井手口川ダム 業界 22 人、 

一般 5人、 

自治体 8人 

  杵島建設業協会ボランティアの日

（杵島建設業協会） 

9 月 30 日 武雄市若木町町

内一円 

業界 41 人、 

自治体 4人 

  献血推進活動（杵島建設業協会） 8月 22 日 杵島建設業協会

会館 

業界 79 人、 

自治体 2人 

  地域貢献活動奉仕作業 海水浴場

敷地内の駐車場及び公園の除草作

業（藤津建設業協会） 

7 月 8 日 藤津郡太良町白

浜海水浴場 

業界 24 人 
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  地域貢献活動奉仕作業 園内外の

除草作業及び砂場抗菌砂入替え

（藤津建設業協会） 

11 月 27 日 嬉野幼稚園 業界 12 人 

  地域貢献活動奉仕作業 砂場抗菌

砂入替え（藤津建設業協会） 

8 月 26 日 みのり保育園 業界 12 人 

長崎県 2014 住宅フェア（長崎支部） 11 月 8 日、

9日 

おくんち広場 業界 22 人、 

一般多数、 

自治体数十人 

  ＤＯＶＯＣフェア2014浜町土木パ

ネル・模型展」（長崎支部） 

11 月 15 日 浜町ベルナード

観光通り 

業界 28 人、 

一般多数、 

自治体数十人 

  「土木の日」親子ふれあいフェス

タ（佐世保支部） 

11 月 9 日 島瀬公園及び公

園前アーケード 

業界 100 人、 

一般 3,000 人 

  「大規模災害発生時における支援

活動（社会貢献）に基づく被災現

場への出動（初動）対応」訓練（佐

世保支部） 

11 月 13 日   業界 95 人、 

自治体 20 人 

  献血活動（北部支部） 5 月 22 日 県北建設会館前 業界約 48 人、 

一般 4人 

  安全・安心まちづくりキャンペー

ン（大村支部） 

平成 25 年

12 月 19 日

大村市民会館・ 

コレモおおむら

イベント広場 

業界 15 人、 

一般 100 人、 

自治体 130 人 

  大村湾沿岸一斉清掃（大村支部） 2月 2日 大村市松原海岸 業界 20 人、 

一般 200 人、 

自治体 130 人 

  県央地域鳥インフルエンザ警戒連

絡会議（大村支部） 

4 月 14 日 諫早県央振興局 業界 10 人、 

自治体 100 人 

  県央振興局災害支援初動訓練（大

村支部） 

6 月 13 日 県央振興局管内 業界 5団体、 

自治体 1団体、 

参加総数 100 人 

  市民大清掃（大村支部） 8 月 3 日 ①大村公園周辺、

②大上戸川周辺 

業界 30 人、 

一般 500 人、 

自治体 2団体、 

参加総数 1000 人

  大規模災害発生時における支援活

動（社会貢献）に基づく通報訓練

（対馬支部） 

6 月 26 日 対馬振興局、 

建設業協会対馬

支部及び会員各

社 

業界 26 人、 

自治体 5人 

  第17回 土木の日in対馬2014（対

馬支部） 

11 月 16 日 清水ヶ丘グラウ

ンド・厳原体育館 

業界 80 人、 

一般 1400 人、 

自治体 30 人 

  第22回土木の日建設現場バスツア

ー（五島支部） 

11 月 15 日 五島市内 業界 10 人、 

一般 60 人、 

自治体 5人 

  第 23 回土木の日イベント（五島支

部） 

11 月 23 日 南松浦郡新上五

島町 

業界 20 人、 

一般 600 人、 

自治体 20 人 

熊本県 清掃、環境保全活動、高校生現場

見学会、家屋補修ボランティア、

防災訓練 

平成 25 年

12月1日～

11 月 30 日

熊本県内一円 業界約 1,600 人、

自治体若干名 
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協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 

大分県 平成 26 年度「第 30 回献血事業」

（大分支部） 

8月20日～

22 日 

・中央、西大分地

区（平倉建設㈱）、 

・南大分 A、下郡

地区（㈱利根建

設）、南大分 B地

区（南大分体育

館）、 

・東大分、鶴崎、

坂ノ市地区（㈱テ

ィー・シージャパ

ン）、 

・大南地区（大分

市大南市民セン

ター）、 

・佐賀関地区（大

分市佐賀関市民

センター）、 

・湯布院、庄内、

挾間地区（由布市

庄内庁舎） 

総数 159 人 

  平成 26 年度「第 10 回無事故・無

違反コンクール」（大分支部） 

8 月 1 日～

平成 27 年 

1 月 31 日 

  参加総数 885 人 

  大分中部地区総合防災訓練（大分

支部） 

8 月 30 日 大分スポーツ公

園、 

湯布院中学校グ

ランド等 

参加総数 4,200

人 

  国道沿いの木や竹伐採（宇佐支部） 3月 26 日 宇佐市院内町香

下（鳥居橋） 

業界 258 人、 

一般 7人、 

自治体 9人 

  3 者で合同防災訓練（中津支部） 6 月 17 日 中津市高瀬の山

国川に架かる恒

久橋下の河川敷 

業界 12 人、 

参加総数 60 人 

  献血活動（中津支部） 6 月 21 日 ゆめタウン中津

店駐車場 

業界 8人、 

一般 92 人 

  いずみの園・フェスタ（中津支部） 10 月 18 日 「いずみの園」敷

地内 

業界 7人 

  定例のチャリティーゴルフ大会

（中津支部） 

11 月 3 日 周防灘カントリ

ークラブ 

業界 11 人 

  献血活動（日田支部） 9 月 19 日 日田建設業会館 業界 53 人 

  倒木除去作業（玖珠支部） 2 月 8 日～

9日 

九重町黒猪鹿、 

玖珠町古後下河

内 

業界 8社 62 人 

  あゆの稚魚放流（玖珠支部） 4 月 11 日 玖珠川河川敷 業界 4人、 

一般 15 人 

  玖珠川河川敷の清掃作業（玖珠支

部） 

7 月 6日 玖珠町 業界 13 社 13 人、

自治体 38 団体、

参加総数 600 人 

  玖珠祇園（玖珠支部） 7 月 26 日 玖珠町 業界：会員の若手

従業員が多数自

主参加 



 －71－
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  「道の日」道路清掃活動（玖珠支

部） 

8 月 27 日 玖珠町、九重町 業界 12 社 30 人、

自治体 20 人 

  出前授業！（玖珠支部） 9 月 24 日 九重町 業界 10 社 10 人 

  小規模集落応援隊（玖珠支部） 4 月 5 日、

8月 2日、

11 月 1 日 

九重町野上、 

玖珠町古後下河

内 

業界 9社 11 人、

一般 20 人 

  大野川へ「稚魚の放流」（大野支

部） 

3 月 18 日 大野川－緒方町

辻河原公園 

業界 20 人、 

一般 15 人、 

児童 35 人 

  チャリティーゴルフ大会（大野支

部） 

11 月 8 日 三重カントリー

クラブ 

業界 41 人、 

一般 8人 

  道路清掃活動（臼杵支部） 8 月 19 日 臼杵市内（臼杵坂

ノ市線） 

参加総数 150 人 

  河川環境保護（佐伯支部） 4 月～9月 佐伯市宇目宗太

郎地区、 

重岡地区、 

小野市地区、 

中岳地区、 

西山地区、 

御泊地区、 

富士河内地区 

参加総数 15 人 

  小規模集落応援隊活動（国東支部） 6月15日～

9月 27 日 

国東市内 6地

区・8回 

業界 64 人、 

参加総数 150 人 

  不法投棄ゴミ撤去（国東支部） 6 月 24 日 国東市武蔵町平

野 

業界 20 人、 

自治体 5人 

  河川愛護月間における清掃活動

（国東支部） 

7 月 14 日 国東町安国寺：国

深川右岸 

業界 25 人 

  「道の日」清掃活動（国東支部） 8月 7日 大分空港周辺：国

道 213 号（約 4.2

㎞） 

業界 17 人、 

自治体 29 人 

  「秋の交通安全運動」の呼びかけ

（国東支部） 

9 月 29 日 国東市鶴川：国東

警察署前 

業界 10 人 

  桂川愛護美化啓発活動参加（豊後

高田支部） 

7 月 23 日 桂川ふれあいラ

ンド駐車場 

業界 23 人、 

一般 16 人、 

自治体 25 人 

  河川環境保全事業「稚魚放流の集

い」（竹田支部） 

4 月 17 日 竹田市飛田川、 

稲葉川 

業界 12 人、 

一般 35 人、 

自治体 3人 

  第 29 回入田名水祭り（竹田支部） 7月 20 日 竹田市入田、 

中島公園周辺 

  

  稲葉川清掃、草刈作業（竹田支部） 8月 6日 竹田駅周辺、 

稲葉川河川敷 

業界 12 人、 

参加総数 30 人 

  小規模集落応援隊（竹田支部） 9 月 28 日 竹田市宮城、 

刈小野地区 

業界 14 人、 

一般 9人 

  「竹楽」に伴う一連の作業協力（竹

田支部） 

2 月～11 月

まで計 4日

竹田市街地 業界 18 人 

沖縄県 献血キャンペーン 12月4日～

5日 

那覇市新都心、 

北谷町美浜 

参加総数 142 人 

  松島らい君を救う会への支援金を

贈呈 

10 月 27 日 北谷町らい君を

救う会事務所 
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  河川愛護月間モデル清掃活動（那

覇支部） 

7 月 31 日 國場川（下茂橋～

太子橋間） 

業界 100 人、 

一般 50 人、 

自治体 50 人 

  道路ふれあい月間（南部支部） 8 月 22 日 県道 75 号線（与

那原地区） 

業界 76 人 

  第13回牧港川クリーンアップ作戦

（浦添･西原支部） 

11 月 9 日 浦添市牧港川上

流（浦西中学校沿

い） 

業界 85 人、 

参加総数 300 人 

  道路ふれあい月間（中部支部） 8 月 22 日 県道 85 号線アワ

セベイストリー

ト 

業界 49 人 

  中部トリムマラソン大会（中部支

部） 

11 月 10 日 沖縄県総合運動

公園周辺 

業界 32 人 

  道路クリーン作戦（宮古支部） 8 月 20 日 国道 390 号線道

路 

業界 97 人、 

参加総数 180 人 

  道路ふれあい月間（宮古支部） 8 月 22 日 宮古島指導 B-61

号線 

業界 46 人 

  都市公園等愛護活動（宮古支部） 10 月 17 日 宮古島市カママ

嶺公園 

業界 41 人 

  河川愛護月間（八重山支部） 7 月 24 日 石垣市登野城田

原橋から小波本

橋まで 

参加総数 140 人 

  イリオモテヤマネコと希少動物た

ちを守ろう絵画コンクール（八重

山支部） 

12 月 2 日 西表島大原港（表

彰式） 

業界 3人、 

一般 10 人、 

自治体 3人 

※本会が実施したアンケート調査の回答をもとに取りまとめています。 
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参考  「生活を守り まちをささえる建設業 Vol.9」（縮小版）
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参考  「生活を守り まちをささえる建設業 Vol.9」（縮小版）
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